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を
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迎
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。
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も
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強
風
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も
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も
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は
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に
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て
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。
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、
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に
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り
も
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稚
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に
今
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も
来
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と
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で
も
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。
ま
た
、
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し
て
か
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出
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ま

で
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幼
稚
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で
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、
励
ま
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、
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伝
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け
連
れ
て
来
た
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に
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。
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は
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を
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れ
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で
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顔
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入
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。
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節
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あ
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と
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入
れ
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入
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に
立
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子
ど
も
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を
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ぎ
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な
く
、
ど
の
子
も
が
幼
稚
園
の
生
活
に
自
然
と
入

り
込
め
る
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と
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願
い
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舎
内
に
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う
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送
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る
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4

特
集

今また考えよう、
倉橋の子ども学　４

保育を語り、倉橋の保育論を実践につなげていく
 　 ー 保育研究会「惣三会」の歩みと今 ー
倉橋惣三生誕140周年記念特集最終回は、坂元彦太郎がきっかけとなって形成
された、幼稚園保育者が自ら学びあう研究会「惣三会」を今に引き継がれてい
る方々による座談会です。坂元は、倉橋惣三から戦後日本の幼児教育制度刷新
を託された人物。埼玉県の園を中心に、坂元を通して、現場の保育者や保育研
究者たちの間には、倉橋の保育観を実践に活かそうとする息吹が呼び起こされ
たのです。
豊かな語り合い、公開保育や合宿、モノ
づくりや見学など、学びと遊びが交錯す
る、保育者による主体的で新鮮な勉強会
の雰囲気が伝わってきます。

今回のテーマ

倉橋惣三生誕140年

「保育の要諦」　坂元彦太郎
　１ 倉橋惣三先生と附属幼稚園　三、戦後のこと
　－『幼児の教育』第 64 巻第 11 号（1965 年）から －

アーカイブズ

明治15（1882）年に倉橋惣三は生まれました。生きていたら今年140歳。保育・幼児
教育の世界では今も、いや今こそ「倉橋惣三」の名があらためて思い起こされていると
言えるでしょう。子どもが自分らしく生きられる生活、子どもの心もちを大切にすること
こそ人間を育てる教育であることを、日本の保育・幼児教育の基礎に据えた人物です。
本誌は今年、倉橋生誕140年を記念して、彼の子ども学を見つめていきます。

　

座談会
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座談会
「
惣
三
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
集
ま
り
か

浜
口
　
今
日
は
「
惣
三
会
」
の
メ
ン
バ
ー
の
方
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
倉
橋
惣
三
の
名
前
を
冠

す
る
こ
の
会
は
、
長
年
、
保
育
者
の
勉
強
会
の
集
ま

り
と
し
て
続
い
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
会
の

歴
史
か
ら
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
垣
内
　
惣
三
会
は
昭
和
49
（
１
９
７
４
）
年
か
ら

な
の
で
、
始
ま
り
か
ら
約
50
年
に
な
り
ま
す
。
今
は

埼
玉
県
を
中
心
と
し
た
私
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の

先
生
方
、
特
に
担
任
を
も
つ
若
い
先
生
方
が
多
く
集

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
の
ス
タ
ー
ト
は
坂
元

彦
太
郎
先
生
で
し
た
。

　

坂
元
先
生
は
、
戦
後
、
倉
橋
惣
三
と
一
緒
に
、
学

校
教
育
法
に
幼
稚
園
を
入
れ
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
た

方
で
す
。
坂
元
先
生
が
十
文
字
学
園
女
子
短
期
大
学

（
現
在
は
４
年
制
の
大
学
。
埼
玉
県
新
座
市
）
の
学
長

に
着
任
さ
れ
た
頃
、
近
隣
の
幼
稚
園
で
活
躍
さ
れ
て

い
た
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
以
下
「
女
高
師
」。

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
前
身
）
出
身
の
「
美
登
利
会
」

の
方
々
が
、
保
育
実
践
に
倉
橋
の
考
え
方
を
活
か
し

て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
幼
稚
園

教
育
要
領
の
作
成
に
も
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
坂
元

先
生
を
中
心
と
し
て
惣
三
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
坂

元
先
生
が
『
倉
橋
惣
三
・
そ
の
人
と
思
想
』（
フ
レ
ー

ベ
ル
館　

１
９
７
６
年
）
の
出
版
を
準
備
さ
れ
て
い

上垣内伸子（十文字学園女子大学教育人文学部教授）
槙谷厚子（学校法人希望学園浦和のぞみ幼稚園園長。惣三会事務局）

上
垣
内
伸
子
　（
大
学
教
授
）

槙
谷
厚
子
　（
幼
稚
園
園
長
）

新
堀
和
子
　（
幼
稚
園
教
諭
）

本
村
真
弓
　（
幼
稚
園
園
長
）

�

（
司
会
）
浜
口
順
子

保
育
を
語
り
、
倉
橋
の
保
育
論
を

　
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く

　
― 

保
育
研
究
会
「
惣
三
会
」の

　 
　
歩
み
と
今 

―
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特
集

る
頃
で
、坂
元
先
生
に

も
倉
橋
の
こ
と
を
現

場
の
先
生
と
語
り
た

い
と
い
う
お
気
持
ち

が
お
あ
り
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
こ
と
で

「
惣
三
会
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
始
ま
っ
た
研
究

会
で
す
。
私
は
平
成
３
年
か
ら
な
の
で
、
30
年
ぐ
ら

い
惣
三
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

浜
口
　「
美
登
利
会
」
と
い
う
の
は
女
高
師
の
保
育
者

養
成
課
程
を
卒
業
さ
れ
た
方
々
の
同
窓
会
で
す
ね
。

例
え
ば
ど
の
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
す
か
。

上
垣
内
　
当
時
十
文
字
の
学
長
室
に
集
っ
た
の
は
、

木
の
実
幼
稚
園
園
長
の
野
辺
繁
子
先
生
、
志
木
幼
稚

園
園
長
の
松
本
光
先
生
、
東
京
家
政
大
学
附
属
み
ど

り
ケ
丘
幼
稚
園
主
事
で
ご
退
職
後
に
わ
か
の
び
幼
稚

園
園
長
に
な
ら
れ
た
川
崎
千
束
先
生
、
音
羽
幼
稚
園

園
長
の
清
水
光
子
先
生
、
十
文
字
の
附
属
幼
稚
園
主

事
の
桑
原
久
子
先
生
な
ど
。
美
登
利
会
の
先
生
が
十

文
字
の
実
習
園
に
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

ひ
な
ぎ
く
幼
稚
園
副
園
長
の
浅
沼
千
代
先
生
、
片
柳

幼
稚
園
園
長
の
橋
本
道
子
先
生
も
加
え
て
、
埼
玉
の

幼
稚
園
中
心
の
集
ま
り
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
幼
児

教
育
学
科
の
教
員
で
あ
っ
た
江
波
諄
子
先
生
、
立
川

多
恵
子
先
生
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

浜
口
　
勉
強
会
は
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

槙
谷
　
野
辺
繁
子
先
生
、
奥
村
郁
子
先
生
（
黎
明
幼

稚
園
主
任
）、矢
作
邦
子
先
生（
木
の
実
幼
稚
園
主
任
、

後
に
第
一
鳩
山
幼
稚
園
園
長
）
が
計
画
な
さ
っ
て
い

ま
し
た
。
園
長
先
生
方
の
研
究
会
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
が
、
だ
ん
だ
ん
と
現
場
の
若
い
保
育
者
た
ち
も
保

育
を
学
ぶ
、
語
る
会
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
十
文
字
の
神
沢
良
輔
先
生
も
い
ら

し
て
い
ま
し
た
。

　

野
辺
先
生
が
、
当
時
文
部
省
の
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
た
柴
崎
正
行
先
生
を
惣
三
会
に
連
れ
て
き
て
く
だ

▲上垣内伸子氏

新堀和子（学校法人浅沼学園ひなぎく幼稚園教諭。惣三会事務局）
本村真弓（幼稚園型認定こども園東京家政大学附属みどりケ丘幼稚園園長）
浜口順子（お茶の水女子大学）
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集

さ
っ
た
の
が
平
成
４

（
１
９
９
２
）年
、
浦

和
の
ぞ
み
幼
稚
園
の

新
園
舎
が
で
き
て
す

ぐ
の
頃
で
す
。以
来
、

浦
和
の
ぞ
み
幼
稚
園

が
会
場
と
な
り
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
、
大
御
所
的
な
先
生

も
た
く
さ
ん
い
ら
し
た
の
で
、
私
が
参
加
し
始
め
た

頃
（
昭
和
58
、
59
年
頃
）
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま

し
た
。
今
は
若
い
先
生
が
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
っ

て
、
自
分
の
保
育
を
自
分
の
言
葉
で
語
る
会
に
な
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
柴
崎
先
生
や
上
垣
内
先

生
も
参
加
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の

保
育
を
理
論
的
に
裏
付
け
て
い
た
だ
け
る
会
に
な
っ

て
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
垣
内
　
二
つ
の
会
が
合
流
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
埼

玉
の
先
生
方
が
神
沢
先
生
を
お
呼
び
し
て
、
若
い
先

生
方
も
参
加
し
て
新
し
い
教
育
要
領
の
中
で
も
っ
と

学
ぼ
う
と
い
う
の
が
、「
指
導
計
画
研
究
会
」。
そ
れ

と
、
坂
元
先
生
を
美
登
利
会
の
園
長
先
生
方
が
囲
ん

で
の
、
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
勉
強
会
。
坂
元
先
生
、
神

沢
先
生
が
引
退
さ
れ
る
中
で
今
の
惣
三
会
に
な
っ
た
。

最
初
の
頃
は
土
屋
と
く
先
生
や
園
長
先
生
方
も
い
ら

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
だ
ん
だ
ん
若
い

先
生
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。
柴
崎
先
生
が「
僕
は
、

保
育
は
大
御
所
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
す
ご
い
人
で
な

い
と
で
き
な
い
の
で
は
な
く
て
、
誰
も
が
考
え
て
い

く
も
の
が
保
育
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
若

い
人
が
自
分
の
保
育
を
語
り
あ
う
場
所
が
大
事
だ
と

思
う
。
こ
の
研
究
会
は
そ
う
い
う
会
に
し
た
い
」
と

言
わ
れ
て
ま
し
た
よ
ね
。

浜
口
　
先
輩
保
育
者
と
若
手
の
保
育
者
が
重
な
り
な

が
ら
、
保
育
研
究
者
も
交
わ
っ
て
保
育
研
究
の
バ
ト

ン
を
手
渡
し
て
こ
ら
れ
た
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

上
垣
内
　
最
初
の
頃
は
倉
橋
惣
三
を
直
接
知
っ
て
い

る
先
生
方
の
会
で
し
た
。
坂
元
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、

美
登
利
会
の
先
生
方
は
倉
橋
惣
三
の
授
業
を
受
け
た

▲槙谷厚子氏
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筆
記
ノ
ー
ト
を
お
持
ち
で
し
た
か
ら
。
私
は
堀
合
文

子
先
生
に
ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。
倉
橋

か
ら
じ
か
に
学
ん
だ
方
が
、
倉
橋
の
保
育
論
を
戦
後

の
幼
稚
園
教
育
要
領
の
内
容
に
重
ね
合
わ
せ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
園
の
実
践
が
ど
う
位
置
づ
い
て
い
る
の
か
を

坂
元
先
生
と
勉
強
さ
れ
よ
う
と
し
た
会
だ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
今
は
倉
橋
惣
三
か
ら
直
接
学
ん
だ
人

は
誰
も
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
が
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
か
ら
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
先
輩
方
か

ら
話
を
聞
き
な
が
ら
今
に
至
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

平
成
元
年
の
幼
稚
園
教
育
要
領
改
訂
の
頃

浜
口
　
惣
三
会
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
大
き

く
幼
稚
園
教
育
要
領
が
変
わ
る
節
目
を
ま
た
い
で
き

た
わ
け
で
す
が
、
現
場
に
動
揺
は
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

新
堀
　
当
時
の
幼
稚
園
で
は
、
行
事
を
大
切
に
指
導

計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

頃
は
「
一
つ
の
計
画
の
中
に
６
領
域
が
含
ま
れ
て
い

る
必
要
が
あ
る
」

と
い
わ
れ
て
お

り
、６
領
域
が
指

導
の
拠
り
所
で

あ
り
指
導
方
針

の
根
幹
で
あ
る

と
い
う
雰
囲
気
で
し
た
が
、
徐
々
に
、
日
常
生
活
の

中
に
あ
る
子
ど
も
の
主
体
性
に
目
を
向
け
、
子
ど
も

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
を
見

つ
け
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
に
変
わ
っ
て
い
く
過

渡
期
で
し
た
。
私
は
、
そ
ん
な
時
期
に
、「
子
ど
も
の

主
体
性
を
重
要
視
し
た
指
導
方
法
を
他
の
先
生
方
と

情
報
交
換
で
き
る
惣
三
会
に
参
加
し
て
み
た
ら
？
」

と
誘
わ
れ
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浜
口
　
６
領
域
か
ら
５
領
域
に
変
わ
っ
て
い
く
境
目

を
、話
し
あ
っ
て
乗
り
越
え
て
い
ら
し
た
の
で
す
ね
。

上
垣
内
　
平
成
元
（
１
９
８
９
）
年
に
森
上
史
朗
先

生
と
高
杉
自
子
先
生
を
中
心
に
26
年
ぶ
り
に
大
き
く

幼
稚
園
教
育
要
領
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
倉
橋 ▲新堀和子氏
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の
保
育
論
が
こ
の
幼
稚
園
教
育
要
領
の
そ
こ
こ
こ
に

示
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
取
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

浜
口
　
倉
橋
惣
三
が
一
線
か
ら
退
き
、
戦
後
復
興
の

中
で
幼
稚
園
が
急
増
し
、「
教
え
る
」
感
じ
の
保
育
も

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
傾
向
へ
の
疑
問
が
出
て

き
て
、
昭
和
の
末
に
、
倉
橋
を
見
直
そ
う
と
い
う
流

れ
が
現
れ
て
き
ま
す
。

上
垣
内
　
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
、
遊
び
を
中

心
と
し
た
総
合
的
指
導
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
援

助
。
こ
の
基
本
は
明
確
に
倉
橋
の
保
育
論
が
反
映
さ

れ
た
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
惣
三
会
の
先
生
方
に
は

す
っ
と
入
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

惣
三
会
に
参
加
す
る
こ
と

浜
口
　
本
村
先
生
が
惣
三
会
を
知
っ
た
の
は
ど
う
い

う
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
す
か
。

本
村
　
私
は
、
卒
論
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
柴
崎

先
生
が
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
惣
三
会
に
参
加
し
始

め
ま
し
た
。
現
在
私
の

勤
め
る
東
京
家
政
大
学

附
属
み
ど
り
ケ
丘
幼
稚

園
の
初
代
主
事
の
川
崎

千
束
先
生
が
、
惣
三
会

の
最
初
の
時
期
に
か
か

わ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

後
々
わ
か
っ
て
、
ご
縁
が
あ
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。本
園
で
展
開
さ
れ
て
い
る
保
育
も
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
を
大
事
に
す
る
と
こ

ろ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
施
し
過
ぎ
ず
、
適
度
に
、
と

い
う
こ
と
を
大
事
に
す
る
保
育
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
は
、
や
は
り
倉
橋
惣
三
先
生
の
教
え
か

ら
派
生
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
づ
い
て
い
る
の
だ
な
と
、

あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
の
惣
三
会
の
活
動

浜
口
　
現
在
の
惣
三
会
の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

▲本村真弓氏
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槙
谷
　
以
前
は
１
か
月
に
１
度
程
度
、
年
間
10
回
ほ

ど
で
し
た
ね
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
な
っ
て
か
ら
は

１
年
間
休
止
状
態
で
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
リ
モ
ー

ト
で
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
年
に
６
回

ほ
ど
に
回
数
は
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
と
に

か
く
自
分
の
保
育
を
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
を
大

事
に
考
え
て
い
ま
す
。
最
後
に
上
垣
内
先
生
が
ま
と

め
の
、
心
に
残
る
話
を
た
く
さ
ん
し
て
く
だ
さ
り
、

折
々
に
『
育
て
の
心
』
か
ら
の
文
章
を
紹
介
し
て
、

実
践
と
結
び
付
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
形
で
会
を
進

め
て
い
ま
す
。

上
垣
内　
『
育
て
の
心
』
か
ら
１
～
２
編
取
り
上
げ
る

こ
と
は
、
坂
元
先
生
の
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
こ
と

で
す
。

槙
谷
　
本
村
先
生
は
都
内
か
ら
な
の
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
が
埼
玉
県
内
の
先
生
で
、
今
は
15
園
ほ
ど
の
園

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
遊

び
や
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
大
切
に
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
共
通
の
思
い
か
と
思
い
ま
す
。
園
で
何
人

か
申
し
込
み
を
し
て
、
ご
都
合
の
つ
く
先
生
が
参
加

す
る
形
で
す
。
飛
び
入
り
で
別
の
園
の
方
が
い
ら
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。定
例
の
会
の
ほ
か
に
、

講
演
会
や
先
輩
保
育
者
に
聞
く
会
、
コ
ロ
ナ
の
前
は

年
に
１
度
の
公
開
保
育
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

新
堀
　
メ
イ
ン
の
参
加
者
は
３
歳
・
４
歳
・
５
歳
児

ク
ラ
ス
の
各
担
任
で
す
。
こ
ど
も
園
の
２
歳
児
の
担

任
は
３
歳
児
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
フ
リ
ー
の
先
生
、
園
長
の
グ
ル
ー
プ

も
つ
く
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
分
た
ち
の
保

育
に
関
し
て
共
有
し
た
い
こ
と
や
悩
み
事
を
話
し
あ

い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
を
発
表
し
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
講
師
の
上
垣
内
先
生
が
総
ま

と
め
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
リ
モ
ー

ト
に
な
る
前
は
毎
回
45
人
ほ
ど
、
リ
モ
ー
ト
に
な
っ

て
か
ら
は
35
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

上
垣
内
　
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
柴
崎
先
生
が
つ
く
っ
て

こ
ら
れ
た
ス
タ
イ
ル
で
す
。
浦
和
の
ぞ
み
幼
稚
園
に

集
ま
っ
て
い
た
頃
は
、
年
齢
ご
と
に
２
つ
ず
つ
、
計
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６
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
土
曜
日
の
午
後
の
２
時
か
ら

４
時
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
話
し
て
い
ま
し
た
ね
。

　

年
齢
別
に
集
ま
る
の
で
顔
な
じ
み
に
な
る
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
、「
こ
の
間
の
あ
の
子
ど
う
な
っ
た
？
」

と
話
が
弾
み
、
つ
な
が
っ
て
い
く
。
園
を
超
え
て
共

通
し
て
い
る
姿
も
あ
る
の
で
。
誰
か
か
ら
話
を
聞
く

会
で
は
な
く
て
、
自
分
た
ち
の
保
育
を
ひ
た
す
ら
語

り
耳
を
傾
け
、
気
付
き
が
交
差
し
あ
う
よ
う
な
、
た

っ
ぷ
り
と
し
た
話
し
合
い
。
６
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し

た
記
録
は
次
の
会
で
配
ら
れ
ま
す
。
柴
崎
先
生
と
私

は
先
生
方
の
話
を
聞
い
て
、
年
齢
ご
と
の
特
徴
や
そ

の
時
期
に
共
通
す
る
事
項
な
ど
を
少
し
整
理
し
た
り
、

理
論
的
な
こ
と
に
結
び
付
け
て
い
く
よ
う
な
話
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
話
し
合
い
が
惣
三
会
の
中
心
で

す
。

公
開
保
育
の
様
子

上
垣
内
　
公
開
保
育
は
、「
仲
間
の
保
育
か
ら
学
ぼ
う
」

と
毎
年
、
会
員
に
な
っ
て
い
る
幼
稚
園
の
ど
こ
か
が

担
当
し
て
１
学
期
に
行
い
ま
す
。休
日
の
土
曜
日
に
、

そ
の
園
の
お
子
さ
ん
に
登
園
し
て
も
ら
っ
て
公
開
保

育
を
し
ま
す
。

浜
口
　
普
段
の
保
育
と
は
別
の
日
に
す
る
ん
で
す
ね
。

上
垣
内
　
そ
う
で
す
。
保
育
界
に
は
公
開
保
育
か
ら

学
ぶ
と
い
う
、
連
綿
と
続
く
歴
史
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
以
前
は
ホ
ー
ル
に
保
育
室
を
つ
く
っ
た
り
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
も
っ
と
自
然
な

感
じ
で
す
ね
。

槙
谷
　
か
つ
て
は
堀
合
先
生
の
実
際
保
育
も
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。１
ク
ラ
ス
だ
け
登
園
し
て
き
て
、

堀
合
先
生
が
初
め
て
会
っ
た
そ
の
園
の
お
子
さ
ん
た

ち
と
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
保
育
を
す
る
と
い
う
。

浜
口
　
出
前
保
育
を
惣
三
会
で
や
っ
て
い
ら
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
す
ね
。

槙
谷
　
私
が
担
任
し
て
い
た
ク
ラ
ス
で
も
何
度
か
や

っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
も
、
今
思
え
ば
本
当
に
貴
重

な
経
験
で
し
た
。
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上
垣
内
　
堀
合
先
生
か
ら
た
っ
ぷ
り
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
今
、
惣
三
会
で
や
っ
て
い
る
こ
と

は
、
自
分
た
ち
の
保
育
を
自
分
た
ち
で
学
び
あ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
担
当
す
る
園
の
先
生
方
は
緊
張
さ

れ
る
と
は
思
う
け
れ
ど
、
気
心
の
知
れ
た
、
い
つ
も

話
し
あ
っ
て
い
る
仲
間
へ
の
公
開
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
信
頼
関
係
の
も
と
で
皆
が
そ
こ
か
ら
学
ぼ
う
と
い

う
思
い
で
続
け
て
き
た
公
開
保
育
で
す
。

槙
谷
　
そ
の
日
の
午
後
の
う
ち
に
少
し
話
を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
互
い
認
め
あ
う
よ
う
な
、
も
ち
ろ
ん
質
問

の
形
で
意
見
な
ど
が
出
る
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
が
、

全
体
と
し
て
は
、
お
互
い
に
こ
れ
か
ら
前
向
き
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
感
じ
か
と
思
い
ま
す
。

上
垣
内
　
子
ど
も
中
心
の
話
し
合
い
で
す
ね
。「
あ
の

時
の
お
子
さ
ん
っ
て
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
か
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
か
。
公
開
保
育
で
あ
れ
ば
別
の

人
が
聞
い
て
い
た
り
見
て
い
た
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

「
あ
の
子
、
あ
の
後
あ
そ
こ
に
行
っ
て
い
ま
し
た
よ
」

な
ど
と
話
が
つ
な
が
る
の
で
、
担
任
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
皆
の
子
ど
も
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
時
間
。

「
じ
ゃ
あ
、
こ
う
い
う
か
か
わ
り
も
あ
っ
た
よ
ね
」

と
か
。

　

公
開
保
育
後
、
次
の
月
の
定
例
会
で
も
う
一
度
振

り
返
る
ん
で
す
。
私
は
ビ
デ
オ
を
撮
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、そ
の
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
も
う
一
度
、

「
こ
う
だ
っ
た
ね
、
あ
あ
だ
っ
た
ね
」
と
話
し
あ
う

の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
自
分
が
参
加
し
て
い
な
か

っ
た
ク
ラ
ス
の
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

新
堀
　
次
の
月
の
振
り
返
り
で
は
、
公
開
保
育
の
後

の
子
ど
も
の
様
子
ま
で
追
跡
し
て
学
べ
ま
す
。

浜
口
　
確
か
に
子
ど
も
を
軸
に
話
し
て
い
け
ば
、
お

互
い
に
と
っ
て
面
白
い
、
新
し
い
視
点
が
見
つ
か
る

話
し
合
い
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

上
垣
内
　
担
任
は
ず
っ
と
一
人
の
子
ど
も
に
つ
い
て

回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
仲
間
が
そ
の
後
の
姿

を
見
て
い
て
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
る
。「
そ
う
そ
う
、

○
○
ち
ゃ
ん
っ
て
ね
…
…
」と
い
う
話
を
す
る
の
は
、

楽
し
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。
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若
手
保
育
者
の
変
化

浜
口
　
集
ま
り
を
通
し
て
、
若
い
保
育
者
の
変
化
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

本
村
　
私
が
新
卒
の
頃
は
、
周
り
は
ベ
テ
ラ
ン
の
先

生
ば
か
り
で
同
世
代
の
同
僚
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

惣
三
会
は
同
世
代
の
仲
間
も
い
て
、
保
育
の
悩
み
を

出
し
あ
え
る
場
で
ほ
っ
と
で
き
ま
し
た
。「
こ
う
い
う

ふ
う
に
し
て
い
る
よ
」
と
い
う
他
園
の
実
践
も
聞
き

な
が
ら
、「
自
分
の
保
育
は
こ
れ
で
も
大
丈
夫
」
と
励

ま
さ
れ
、
心
強
か
っ
た
で
す
。
自
園
だ
け
で
は
知
る

こ
と
が
で
き
な
い
保
育
実
践
や
自
園
の
園
文
化
の
中

だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
視

点
を
毎
回
参
加
す
る
た
び

に
吸
収
で
き
る
喜
び
が
あ

り
ま
し
た
。
若
い
頃
は
、

惣
三
会
に
は
勉
強
し
に
行

く
と
い
う
よ
り
も
話
を
聞

き
に
行
く
と
い
う
ほ
う
が

強
く
、
楽
し
み
で
し
た
。
同
世
代
の
先
生
方
に
会
え
る

と
い
う
う
れ
し
さ
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

浜
口
　
楽
し
み
な
ん
て
、
す
て
き
で
す
ね
。

本
村
　
惣
三
会
は
、講
義
式
の
研
修
会
で
は
な
く
て
、

身
近
な
先
生
方
の
語
り
に
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
が

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。
浦
和
の
ぞ
み
幼
稚
園
の

先
輩
の
先
生
方
の
話
を
聞
い
て
、
こ
う
い
う
方
法
も

あ
る
の
か
と
発
表
会
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
た
こ

と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

槙
谷
　
本
村
先
生
の
よ
う
に
す
ぐ
に
楽
し
い
と
思
え

る
先
生
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
最
初
は

ド
キ
ド
キ
し
て
、
大
き
な
海
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る

よ
う
な
感
じ
か
と
思
い
ま

す
。
で
も
参
加
す
る
こ
と

で
、
自
分
の
保
育
を
語
る

経
験
に
つ
い
て
は
鍛
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分

の
保
育
を
振
り
返
っ
て
よ

く
考
え
な
い
と
語
れ
ま
せ
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ん
し
、
自
分
の
保
育
を
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
機
会

っ
て
少
な
い
と
思
う
の
で
、
恵
ま
れ
て
い
る
な
と
思

い
ま
す
。　

上
垣
内
　
槙
谷
先
生
ご
自
身
は
、
最
初
に
惣
三
会
に

参
加
し
た
頃
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

槙
谷
　
私
は
指
導
計
画
研
究
会
の
時
代
（
現
在
の
惣

三
会
の
前
身
）
か
ら
な
の
で
、緊
張
の
連
続
で
し
た
。

野
辺
先
生
は
テ
キ
パ
キ
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
厳

し
さ
の
中
で
研
究
会
が
お
っ
く
う
だ
っ
た
り
す
る
こ

と
も
確
か
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
で
は
そ
の
厳
し

さ
も
あ
り
が
た
い
で
す
よ
ね
。

　

３
歳
児
ク
ラ
ス
の
担
任
を
初
め
て
し
た
の
は
平
成

５
年
で
す
が
、「
３
歳
っ
て
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
ん
だ
」
と
か
「
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
」
と
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
失
敗
も
、
こ
ん
な
こ
と

を
言
わ
な
く
て
よ
か
っ
た
な
と
い
う
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
の
保
育
を
語
っ
て
み

て
、
自
分
の
保
育
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
語
る
こ
と
が
楽
し
く
な

っ
て
き
て
、
他
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と
も
楽
し
く
な

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
早
く
会
い
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ね
。

上
垣
内
　
そ
う
ね
。「
す
ぐ
ま
た
う
ち
の
ク
ラ
ス
の
子

ど
も
た
ち
に
会
い
た
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
よ

く
先
生
方
か
ら
聞
く
言
葉
で
す
。

槙
谷
　
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
自
分
の
心

が
整
理
で
き
る
と
い
う
か
、
吐
き
出
す
こ
と
で
、
他

の
方
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
い
い
循
環
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
惣
三

会
は
、
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

出
し
あ
え
る
場
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

上
垣
内
　
新
堀
先
生
、
ひ
な
ぎ
く
幼
稚
園
の
先
生
方

は
ど
う
で
す
か
。

新
堀
　
や
は
り
最
初
は
、
新
卒
の
先
生
は
先
輩
の
先

生
た
ち
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
惣
三

会
で
自
分
の
意
見
を
ま
と
め
た
り
自
分
の
言
葉
で
発

表
し
た
り
す
る
経
験
を
重
ね
て
い
く
と
、
自
ら
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
な
と
つ
く
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づ
く
思
い
ま
す
。
惣
三
会
で
は
他
の
人
の
意
見
を
否

定
す
る
と
い
う
考
え
方
は
な
く
、
人
の
発
言
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
参
加
者
ば
か
り
で
す
。
そ
の

中
で
、
他
の
保
育
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る

の
で
、自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
自
分
で
反
省
し
、

自
分
で
工
夫
す
る
糧
に
な
り
成
長
で
き
る
の
で
し
ょ

う
。
参
加
し
た
若
い
先
生
の
動
き
方
が
変
わ
っ
て
き

た
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若
い
先
生
の
中
に

は
「
初
め
は
、
泣
い
て
い
る
子
が
い
る
と
、
手
を
つ

な
い
だ
り
抱
っ
こ
し
た
り
し
て
、
物
理
的
な
接
触
で

安
心
感
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
た
け
れ
ど
、
個
々
の

子
ど
も
に
目
を
向
け
、
そ
の
子
に
あ
っ
た
見
守
り
方

が
あ
る
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
話
を
し

て
く
れ
る
人
も
い
て
、
惣
三
会
に
参
加
し
て
子
ど
も

へ
の
接
し
方
を
学
ん

だ
り
、自
分
の
言
葉
で

意
見
を
言
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
姿
に

成
長
を
感
じ
ま
す
。

「
先
輩
保
育
者
に
聞
く
」
会

上
垣
内
　
定
例
の
語
り
合
い
の
ほ
か
に
、「
先
輩
保
育

者
に
聞
く
」
と
い
う
回
が
あ
り
ま
す
。
一
年
の
前
半

に
は
公
開
保
育
を
し
て
、
後
半
の
２
学
期
か
３
学
期

に
は
、
長
年
保
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
生
の
話

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
の
で
す
。
柴
崎
先
生
、
野
辺

先
生
が
幅
広
い
人
脈
の
中
で
、「
こ
の
先
生
の
お
話
を

聞
い
て
み
た
い
な
」
と
い
う
先
生
を
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
保
育
の
話
と
い
う
よ
り
も
、
な
ぜ

保
育
者
に
な
っ
た
か
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う
キ
ャ
リ

ア
を
選
ん
で
き
た
の
か
、
保
育
者
と
し
て
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
き
た
の
か
な
ど
、
ご
自
身
の
ラ
イ
フ
ヒ

ス
ト
リ
ー
を
語
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
話
で
す
ね
。

自
分
が
保
育
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
こ
れ
か
ら
や
っ

て
い
こ
う
か
と
か
、
こ
の
仕
事
を
自
分
の
生
涯
の
仕

事
と
定
め
て
や
っ
て
い
こ
う
と
か
、
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
く
段
階
の
先
生
に
と
っ
て
は
貴
重

な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
案
外
皆
さ
ん
、
初
め
か
ら
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保
育
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
て
、

そ
こ
が
ま
た
興
味
深
い
。

本
村
　
吉
村
真
理
子
先
生
は
と
っ
て
も
人
間
味
が
あ

っ
て
楽
し
い
お
話
で
し
た
。

浜
口
　
な
る
ほ
ど
。
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
方
が
？

上
垣
内
　
藤
野
敬
子
先
生
、
後
藤
節
美
先
生
、
神
長

美
津
子
先
生
、
岩
崎
婉
子
先
生
、
庄
籠
道
子
先
生
。

津
守
眞
先
生
に
も
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
の
附
属
幼
稚
園
か
ら
も
宮
里
暁
美
先

生
、
吉
岡
晶
子
先
生
、
杉
浦
真
紀
子
先
生
に
。
身
近

な
仲
間
で
あ
る
惣
三
会
の
先
輩
保
育
者
に
も
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
形
で
お
話
し
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ね
。

夏
合
宿

浜
口
　
夏
合
宿
と
い
う
企
画
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

槙
谷
　
蓼
科
の
野
辺
先
生
の
別
荘
（
仙
境
都
市
）
で

の
研
修
は
平
成
７
年
か
ら
10
年
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。

星
が
と
て
も
き
れ
い
な
所
で
し
た
。
十
文
字
の
湯
ノ

丸
山
荘
に
お
邪
魔
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

上
垣
内
　
柴
崎
先
生
の
ご

出
身
地
、
軽
井
沢
の
星
野

温
泉
に
も
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
先

生
は
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
１
泊
ま
た
は
２
泊
で
。

浜
口
　
そ
こ
で
も
勉
強
会
を
？

上
垣
内
　
勉
強
も
す
る
け
れ
ど
、
自
然
を
楽
し
む
こ

と
が
中
心
。
い
ろ
ん
な
素
材
で
ク
ラ
フ
ト
を
作
る
こ

と
も
。
東
京
家
政
大
学
の
造
形
の
先
生
を
ゲ
ス
ト
で

お
呼
び
し
て
、
皆
で
オ
カ
リ
ナ
を
作
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
合
宿
だ
か
ら
時
間
を
か
け
て
取
り
組
め

る
楽
し
い
時
間
で
す
。
遊
ぶ
ん
で
す
。

槙
谷
　
宿
泊
で
な
く
、
日
帰
り
に
な
っ
て
か
ら
も
、

い
わ
む
ら
か
ず
お
さ
ん
の
美
術
館
に
行
っ
た
り
、
秩

父
の
森
に
間
伐
体
験
に
行
っ
た
り
と
、
楽
し
い
企
画

も
し
ま
し
た
。
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新
堀
　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
も
行
き
ま
し
た
ね
。

上
垣
内
　
宇
宙
飛
行
士
体
験
を
し
て
、
宇
宙
服
を
着

た
写
真
を
暑
中
見
舞
い
に
し
て
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
に
送
っ
た
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

浜
口
　
遊
ん
で
い
る
先
生
の
姿
を
見
せ
る
っ
て
い
う

の
も
面
白
い
で
す
ね
。

上
垣
内
　
夏
に
そ
う
や
っ
て
し
っ
か
り
楽
し
い
遊
ぶ

場
も
あ
っ
て
、そ
し
て
保
育
に
戻
っ
て
い
く
ん
で
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
ろ
う
と
か
、
い
ろ

い
ろ
や
り
ま
し
た
。
楽
し
い
で
す
よ
。
２
、３
月
に

「
来
年
ど
う
す
る
？
」
と
計
画
を
立
て
る
の
で
す
。

浜
口
　
楽
し
い
か
ら
続
く
の
で
し
ょ
う
ね
。

私
の
好
き
な
『
育
て
の
心
』
の
文
章

浜
口
　
倉
橋
惣
三
の
『
育
て
の
心
』
を
ヒ
ン
ト
に
語

り
あ
う
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

上
垣
内
　
定
例
会
で
は
毎
回
、『
育
て
の
心
』
か
ら
一

つ
二
つ
の
文
章
を
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

『
育
て
の
心
』
っ
て
、
私
た
ち
が
読
ん
で
い
て
、
す

と
ん
と
胸
に
落
ち
る
文
章
が
多
い
。『
幼
稚
園
真
諦
』

も
大
事
な
本
だ
け
れ
ど
も
、『
育
て
の
心
』
に
ぜ
ひ
出

会
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
坂
元
先
生
の
よ
う

に
、
そ
こ
に
託
さ
れ
た
倉
橋
の
意
図
を
話
す
こ
と
は

到
底
で
き
ま
せ
ん
が
、
現
職
保
育
者
で
あ
る
先
生
方

は
保
育
と
の
つ
な
が
り
で
捉
え
て
い
ろ
い
ろ
と
お
話

し
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
か
え
っ
て
紹
介
し
た
私
の

ほ
う
が
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

浜
口
　
皆
さ
ん
、『
育
て
の
心
』
の
中
で
特
に
好
き
な

文
章
と
か
あ
り
ま
す
か
？

本
村
　
な
か
な
か
一
つ
に
決
め
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、

「
六
月
」
と
い
う
文
章
。

　

私
の
園
で
、
雨
が
降
り

だ
し
た
日
、
園
舎
の
軒
先

で
雨
の
ポ
タ
ポ
タ
落
ち
る

所
に
、
年
少
さ
ん
が
担
任

と
一
緒
に
鍋
や
や
か
ん
を

並
べ
て
い
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
音
が
す
る
の
を
、
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テ
ラ
ス
に
み
ん
な
で
座
っ
て
楽
し
む
ん
で
す
。
そ
の

日
以
来
、
雨
が
降
り
だ
す
と
軒
先
に
い
ろ
ん
な
容
器

が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夏
の
保
育
中
は
掲
示

板
で
保
育
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
昨

日
の
保
育
中
も
、
雨
が
降
り
だ
し
た
と
き
に
、
年
中

に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
「
雨
の
音
を
た
く
さ
ん
集

め
た
い
」
と
、
軒
先
に
タ
ラ
イ
や
鍋
を
並
べ
て
、
じ

っ
く
り
眺
め
て
い
る
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
掲
示
板
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
）
皆
で
見
て
い
る

の
、
い
い
で
す
よ
ね
。「
雨
の
音
が
し
な
く
な
っ
た
」

と
園
庭
に
飛
び
出
し
て
行
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
と
っ
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
最
近
は
雨

の
日
は
軒
先
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
並
び
、
雨
が
強
く

降
る
と
カ
ン
カ
ン
カ
ン
と
高
い
音
が
園
内
に
響
き
ま

す
。

浜
口
　
雨
の
音
を
集
め
る
と
い
う
の
で
、
タ
ラ
イ
に

た
ま
る
よ
う
に
す
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
裏
向
き
な

ん
で
す
ね
。

本
村
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。

浜
口
　
そ
れ
で
雨
の
音

を
「
集
め
る
」
と
言
う

ん
で
す
ね
。「
六
月
」

の
、
ど
の
フ
レ
ー
ズ
が

い
い
で
す
か
？

本
村
　「
雨
だ
っ
て
、
お

と
な
が
教
え
な
か
っ
た

ら
、
子
ど
も
に
は
少
し
も
苦
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ

ろ
う
。」と
い
う
最
後
の
と
こ
ろ
。子
ど
も
た
ち
は「
内

か
ら
の
光
」、「
小
さ
い
太
陽
た
ち
は
、
い
つ
だ
っ
て

好
天
気
だ
。」

　

う
っ
と
う
し
い
も
の
と
い
う
価
値
観
を
大
人
が
落

と
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
雨
も
楽
し

い
日
と
な
り
、
雨
の
日
も
感
性
を
育
て
る
一
日
に
な

る
、
と
い
う
の
は
保
育
を
し
て
い
て
感
じ
ま
す
。

槙
谷　
「
ひ
な
た
」
と
「
日
か
げ
」
も
い
い
で
す
よ
ね
。

う
ち
の
園
に
は
大
き
な
桜
の
木
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

春
に
は
花
が
咲
い
て
、
小
さ
な
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
落
ち

て
き
て
、
秋
に
紅
葉
し
て
、
葉
が
落
ち
て
ひ
な
た
が ▲浜口順子氏
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で
き
る
。
夏
は
日
か
げ
が
あ
り
が
た
い
の
で
す
。『
育

て
の
心
』
の
中
で
、
日
か
げ
の
大
切
さ
が
あ
る
と
。

　

私
た
ち
は
つ
い
、
ひ
な
た
に
目
を
向
け
て
し
ま
い

が
ち
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
日
か
げ
っ
て
大

事
だ
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。
年
に
１
度
、
ハ

ー
ト
フ
ル
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ
て
浦
和
レ
ッ
ズ
の
人
が

サ
ッ
カ
ー
を
教
え
に
来
て
く
れ
て
、
年
長
組
は
楽
し

み
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
と
て
も
暑
い
日
だ

っ
た
の
で
す
が
、
コ
ー
チ
に
来
て
い
た
落
合
弘
さ
ん

（
か
つ
て
の
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
）
が
、「
こ
の
日
か

げ
は
い
い
ね
」
と
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
。
日

か
げ
は
大
事
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
は
よ
く『
育
て
の
心
』

か
ら
引
用
し
て
プ
リ
ン
ト

に
し
て
配
布
す
る
の
で
す

が
、「
ひ
な
た
」
と
「
日
か

げ
」
も
よ
く
お
家
の
方
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ひ
な

た
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え

て
い
く
日
か
げ
の
役
割
も
忘
れ
な
い
で
大
事
に
し
た

い
と
。

新
堀
　
私
は
今
、
フ
リ
ー
と
い
う
立
場
で
、
保
育
室

に
入
れ
な
い
お
子
さ
ん
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

何
十
年
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
園
に
就
職
し
た

と
き
に
当
時
の
理
事
長
が
、
園
長
室
に
「
子
ど
も
の

心
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
書
を
額
に
入
れ
て
飾

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
大
事
に
見
つ
め

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
の
立
場
に
な
っ
た
今
は「
み
ん
な
の
先
生
」

と
い
う
立
場
で
、
あ
っ
ち
で
困
っ
て
い
れ
ば
相
談
に

乗
っ
た
り
、
こ
っ
ち
で
手
が
足
り
な
け
れ
ば
手
伝
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
今
、
実
は
と
て
も
気
に
な
る
お

子
さ
ん
が
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
好
き
で
、
鍵
に
興
味
が

あ
り
、玄
関
の
鍵
を
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
い
じ
り
ま
す
。

「
そ
れ
は
大
事
な
物
だ
か
ら
さ
わ
っ
ち
ゃ
ダ
メ
よ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
は

わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
人
の
目
を
気
に
し
な
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が
ら
玄
関
ま
で
行

っ
て
、
私
と
目
が

合
う
と
「
わ
か
っ

て
い
る
よ
」
と
い

う
感
じ
で
、
ま
た

ク
ラ
ス
に
戻
っ
て

い
く
ん
で
す
。
私
か
ら
は
「
ダ
メ
よ
」
と
い
う
言
葉

で
は
な
く
、「
先
生
も
見
て
い
る
よ
」
と
視
線
で
合
図

を
送
る
と
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
戻
っ
て
い
く
と
い
う

か
わ
い
ら
し
さ
。
ダ
メ
と
言
わ
れ
て
い
て
も
、
や
り

た
く
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
の
心
は
か
わ
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

『
育
て
の
心
』
の
「
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
」
は
自
分
の

中
で
は
一
番
心
に
残
っ
て
い
て
、
子
ど
も
の
心
に
な

っ
て
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
を

見
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
保
育
を
し
て
い
ま
す
。

上
垣
内　
『
育
て
の
心
』
は
優
れ
た
保
育
者
論
で
あ
る

と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
読
む
こ
と
で
、
保
育
者
が
自

ら
を
振
り
返
る
省
察
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
い
う

か
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
倉
橋
自
身
が
実
に
よ

く
子
ど
も
の
心
を
知
る
人
だ
な
と
も
感
じ
ま
す
。
ま

ず
は
子
ど
も
を
よ
く
見
な
さ
い
、
子
ど
も
か
ら
保
育

は
始
ま
り
ま
す
よ
と
。「
子
ど
も
の
心
に
な
り
ま
し
ょ

う
」
は
、『
育
て
の
心
』
の
土
台
の
と
こ
ろ
に
息
づ
い

て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

時
に
厳
し
い
『
育
て
の
心
』

上
垣
内
　
私
は
『
育
て
の
心
』
を
大
学
１
年
生
の
と

き
に
読
み
ま
し
た
。
本
田
和
子
先
生
が
、
入
学
式
後

の
集
ま
り
で
、「
よ
ろ
こ
び
の
人
は
、
子
ど
も
ら
の
た

め
の
小
さ
き
太
陽
で
あ
る
。」（「
小
さ
き
太
陽
」）
の

文
章
を
暗
唱
さ
れ
、
そ
れ
に
感
激
し
て
早
速
収
録
さ

れ
て
い
る
『
倉
橋
惣
三
選
集
』
を
買
っ
て
読
ん
だ
の

で
す
。
そ
の
時
、
ド
キ
ッ
と
し
た
の
が
「
と
げ
」。

「
わ
た
し
た
ち
の
目
に
と
げ
は
な
い
か
。
わ
た
し
た

ち
の
言
葉
に
と
げ
は
な
い
か
。
わ
た
し
た
ち
の
気
分

に
と
げ
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
自
分
で
心
づ
か
ぬ
時

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
か
に
、
心
づ
い
て
そ
ん
な
こ
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と
の
あ
り
よ
う
は
な
い
が
、
ち
ら
と
光
る
目
、
ふ
と

出
る
言
葉
、
思
わ
ず
動
く
気
分
に
、
自
分
で
も
心
づ

か
な
い
峻
烈
は
な
い
か
。」

　

こ
の
文
章
が
強
烈
で
。『
育
て
の
心
』
で
倉
橋
は
結

構
厳
し
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

本
村　
「
詫
び
る
心
」
も
そ
う
で
す
よ
ね
。

上
垣
内
　
そ
う
そ
う
。「
い
き
い
き
し
さ
」
も
好
き
な

文
章
だ
け
れ
ど
、
最
後
に
「
鈍
い
も
の
は
死
滅
に
近

い
も
の
で
あ
る
。」
っ
て
書
い
て
あ
る
わ
け
。

「
親
切
」
が
好
き
で
学
生
に
も
紹
介
す
る
ん
だ
け
れ

ど
、
こ
れ
も
最
後
は
「
理
論
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

で
と
い
い
、
経
験
が
足
り
ま
せ
ん
で
と
い
い
、
気
の

き
か
な
い
性
分
で
と
い
う
。

そ
の
実
は
親
切
が
足
り
な

か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
少
な
く
と
も
、一
点
、

不
親
切
が
ま
じ
っ
て
い
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
略
）

わ
た
し
は
屡し
ば

々し
ば

自
ら
ぞ
っ

と
す
る
。」
と
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
、

す
ご
く
、「
あ
あ
」
と
思
う
と
こ
ろ
と
「
ド
キ
ッ
」
と

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
保
育
を
し
な
が
ら
惣
三
さ
ん

を
思
う
と
き
っ
て
こ
と
で
、
こ
の
ド
キ
ッ
と
す
る
あ

た
り
は
い
か
が
で
す
か
？ 

本
村
　
上
垣
内
先
生
は
厳
し
さ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
す
が
、
倉
橋
先
生
ほ
ど
の
先
生
で
さ
え
こ
う
い
う

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
逆

に
勇
気
を
も
ら
い
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ
だ
な
」「
あ
れ

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
な
」
と
自
信
が
な
く
な
る
瞬

間
が
保
育
を
や
っ
て
い
る
と
常
に
あ
っ
て
、
落
ち
込

む
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。「
未
完
な
状
態
で
あ
る
自
分

自
身
」
を
正
直
に
振
り
返
る
倉
橋
先
生
の
言
葉
に
、

「
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
私
も
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。「
と
げ
」
な
ど
は
、
読
む
と
、
あ
の
時

子
ど
も
を
と
げ
と
げ
し
い
目
で
見
て
い
た
か
も
、
と

ド
キ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

上
垣
内
　
保
育
を
さ
れ
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
倉

橋
は
先
生
方
の
傍
ら
に
い
る
人
な
ん
で
す
ね
。
ど
こ

YKW22-004-024.indd   21 2022/10/13   15:28:35



22

特
集

か
他
の
場
所
か
ら
保
育
者
に
何
か
を
伝
え
る
人
で
は

な
く
、
保
育
す
る
傍
ら
に
い
る
人
な
ん
で
す
ね
。

本
村　
「
自
ら
責
め
る
心
」
の
終
わ
り
の
「
親
は
い
つ

で
も
わ
が
子
に
済
ま
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
先
生
も

き
っ
と
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
言
葉
も
３
月

を
迎
え
る
と
ど
う
し
て
も
考
え
ま
す
。
保
育
を
し
て

い
る
と
、
常
に
完
璧
で
は
な
い
自
分
、
足
り
な
い
自
分

と
ず
っ
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
保

育
者
仲
間
と
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
互
い
に
補
い
あ

い
、
支
え
あ
え
る
よ
う
な
関
係
が
築
い
て
い
け
る
と

よ
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倉
橋
先
生
の
本
を
読
ん
で
い
る
と
、「
や
り

過
ぎ
な
い
」
こ
と
を
考
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
共

に
あ
る
人
は
常
に
自
分
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
子
ど

も
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
す
る
こ
と
が
、
手
を
出
し

過
ぎ
な
い
、
引
っ
張
り
過
ぎ
な
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
常

に
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
が

文
章
の
根
底
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

『
育
て
の
心
』
の
子
ど
も
は
今
も
生
き
て
い
る

新
堀
　
倉
橋
自
身
が
子
ど
も
た
ち
と
よ
く
遊
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
見
て
、
一
緒
に
生
活
し
て
い

ま
し
た
よ
ね
。
１
０
０
年
以
上
前
に
書
か
れ
た
本
の

中
に
出
て
く
る
子
ど
も
の
姿
に
、
今
、
目
の
前
に
い

る
子
ど
も
の
姿
を
重
ね
る
た
び
に
、
昔
の
子
ど
も
も

今
の
子
ど
も
も
原
点
は
同
じ
だ
と
思
い
な
が
ら
、「
子

ど
も
を
よ
く
見
な
さ
い
」
と
い
う
倉
橋
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

浜
口
　
１
０
０
年
前
の
子
ど
も
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
こ
と
を
感
じ
な
い
で
す
よ
ね
。

新
堀
　
話
が
少
し
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、
昔
、
野

辺
先
生
に
「
あ
な
た
た
ち
が
今
育
て
て
い
る
子
は
21

世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
「
21
世
紀
を
生
き
る
子
ど

も
と
は
ど
う
い
う
こ
と
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
21

世
紀
に
な
っ
て
電
化
製
品
や
パ
ソ
コ
ン
、
通
信
機
器

の
発
達
な
ど
、
大
き
く
生
活
環
境
が
変
わ
っ
て
も
、
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『
育
て
の
心
』
を
読
ん
で
い
て
「
こ
ん
な
子
い
る
よ
。

こ
う
い
う
こ
と
あ
る
よ
」
と
感
じ
る
こ
と
が
今
で
も

あ
り
、
子
ど
も
の
本
質
と
い
う
も
の
は
時
代
を
超
え

て
不
変
な
ん
だ
と
感
じ
ま
す
。

上
垣
内　
『
育
て
の
心
』
は
子
ど
も
を
映
し
出
し
て
く

れ
る
ん
で
す
ね
。子
ど
も
が
こ
こ
に
い
る
ん
で
す
ね
。

津
守
先
生
が
、
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
（
世
界
幼
児
教
育
・
保
育

機
構
）
の
世
界
大
会
に
『
育
て
の
心
』
の
「
廊
下
で
」

と
「
飛
び
つ
い
て
き
た
子
ど
も
」
を
英
訳
さ
れ
て
持

っ
て
い
か
れ
て
。
そ
う
し
た
ら
、
よ
そ
の
国
の
保
育

者
も
「
わ
か
る
～
」
と
。
時
代
を
超
え
て
と
い
う
話

が
今
出
ま
し
た
が
、
時
間
だ
け
で
な
く
空
間
を
超
え

て
、
異
な
る
文
化
や
歴
史
、
社
会
の
中
で
生
き
る
子

ど
も
の
姿
か
ら
も
保
育
者
は
わ
か
る
。

浜
口
　
す
と
ん
と
腑
に
落
ち
る
の
で
す
ね
。
不
思
議

で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
に
短
い
文
章
で
。
最
近
、
全
く

違
う
業
種
の
人
に
「
飛
び
つ
い
て
き
た
子
ど
も
」
の

話
を
し
た
ら
、「
す
ご
い
」
っ
て
言
っ
て
い
ま
し
た
。

普
遍
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

保
育
の
中
で
倉
橋
惣
三
を
思
う
と
き

槙
谷　
「
と
げ
」
な
ど
を
読
む
と
ド
キ
ッ
と
す
る
と
い

う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
ド
キ
ッ
と
す
る

こ
と
を
避
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
に
は
ド
キ
ッ
と
し
て
背
筋

を
伸
ば
し
て
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
投
げ
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
倉
橋
惣
三
は
、

愚
直
、
真
面
目
で
、
下
心
な
く
、
子
ど
も
に
対
し
て

ま
っ
す
ぐ
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
、
が
つ
い
先
に

出
て
し
ま
い
が
ち
だ
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
素
直
な

気
持
ち
で
子
ど
も
と
向
き
合
う
よ
う
に
、
背
筋
を
伸

ば
さ
な
き
ゃ
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

か
み
し
め
て
読
む
と
そ
の
時
々
、
若
い
頃
と
最
近

と
で
は
感
じ
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
頃
私
は

本
当
に
背
中
が
曲
が
っ
て
き
た
ら
し
く
て
、
３
歳
の

女
の
子
に
「
先
生
、
背
筋
ち
ゃ
ん
と
ピ
ン
と
伸
ば
さ
な

き
ゃ
だ
め
よ
」
と
言
わ
れ
て
、「
あ
ー
そ
う
な
ん
だ
」
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な
ん
て
ね
。
気
を
つ
け
な
き
ゃ
な
と
自
分
を
振
り
返

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も
ち
ゃ
ん

と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
背

筋
を
伸
ば
し
て
誠
実
に
子
ど
も
に
向
き
合
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
垣
内　
『
幼
稚
園
真
諦
』
の
場
合
は
、
社
会
文
化
状

況
の
変
化
の
中
で
も
う
一
度
保
育
理
論
と
し
て
問
い

直
す
と
か
、
今
の
時
代
の
あ
り
方
か
ら
は
ど
う
読
み

取
れ
る
と
か
と
い
う
議
論
が
出
て
く
る
と
思
う
け
れ

ど
、『
育
て
の
心
』
は
普
遍
で
す
ね
。

本
村　
「
こ
こ
ろ
も
ち
」
と
い
う
文
章
。
自
分
を
振
り

返
っ
て
み
て
も
ず
っ
と
根
底
に
あ
っ
た
言
葉
だ
な
と

今
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
。「
極
め
て
か
す
か
に
、
極

め
て
短
い
」
子
ど
も
の
心
も
ち
と
い
う
と
こ
ろ
を
大

事
に
し
て
い
け
る
先
生
は
、良
い
先
生
で
は
な
く
て
、

有
り
難
く
て
う
れ
し
い
人
、
と
い
う
言
葉
は
温
か
み

が
あ
っ
て
好
き
な
言
葉
で
す
。

浜
口
　
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
２
０
２
２
年
７
月
23
日　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
開
催
）

注１　
「
惣
三
会
」
に
つ
い
て
は
『
倉
橋
惣
三
と
現
代
保
育
』

　
　
（
フ
レ
ー
ベ
ル
館 

２
０
０
８
年
）p.101

～136

参
照
。

２　

文
中
に
登
場
す
る
先
生
方
の
所
属
と
肩
書
き
は
当
時

　
　

の
も
の
で
あ
る
。
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―
『
幼
児
の
教
育
』
第
64
巻
第
11
号

　
　
　
　
　

    
（
１
９
６
５
年
）
か
ら 

―

　

た
い
へ
ん
僭
越
で
あ
る
が
、
私
が
直
接
に
倉
橋
先
生
に

接
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
少
し
ば
か
り
語
り
た
い
と
思

う
。
私
は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
一
教
師
よ
り
、
文
部

省
の
青
少
年
教
育
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
先
生
と
の

触
れ
合
い
が
は
じ
ま
る
。
私
の
し
ご
と
は
、
戦
後
の
教
育

制
度
の
た
て
な
お
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
倉
橋
先
生

が
私
の
室
を
た
ず
ね
て
こ
ら
れ
、
懇
意
に
し
て
頂
き
、
何

か
と
教
え
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
学
校
教
育
法
の
草
案
を
つ
く
る
に
つ
れ
て
、

特
に
、
幼
稚
園
を
そ
の
中
に
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
相

談
に
の
っ
て
頂
い
た
。
幼
稚
園
を
学
校
の
一
種
と
し
て
、

正
規
の
教
育
機
関
の
一
部
と
す
る
こ
と
に
は
、
文
部
省
の

内
部
の
一
部
に
も
、
ま
た
、
外
部
に
も
反
対
の
人
び
と
が

あ
っ
た
が
、
先
生
は
そ
の
意
義
を
理
解
し
て
、
快
く
賛
成

さ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
一
部
の
反
対
を
や
わ
ら
げ
る
た
め

に
、
外
の
学
校
を
改
名
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
幼
稚
園
を

幼
児
園
と
改
称
す
る
案
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
先
生
に
お

話
し
て
意
見
を
も
と
め
た
と
こ
ろ
、「
幼
稚
園
と
い
う
名
前

に
、
関
係
者
た
ち
の
経
験
と
伝
統
と
熱
情
と
が
こ
も
っ
て

い
る
の
だ
」
と
の
こ
と
で
、
私
も
名
前
を
変
え
な
い
で
い

こ
う
と
決
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
な
っ
て
、
保
育
要
領
を
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
つ
く

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
倉
橋
先
生
を
も
一
応
わ
ず

ら
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
、
ア
メ

リ
カ
の
指
導
官
と
し
て
来
任
し
て
い
た
ヘ
フ
ァ
ナ
ン
女
史

は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
初
等
教
育
の
大
立
物
で
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
初
等
教
育
局
長
を
す
る
く
ら
い
の
人
で

あ
っ
た
。
同
女
史
の
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
に
よ
っ
て
保
育
要

領
を
つ
く
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
率
直
に
打
ち

明
け
て
い
え
ば
、
同
女
史
と
倉
橋
先
生
と
の
間
は
、
必
ず

し
も
な
め
ら
か
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
同
女
史
は
そ
う

明
な
人
で
、
す
ぐ
日
本
の
伝
統
な
ど
を
理
解
し
て
く
れ
る

保
育
の
要
諦�

坂
元
彦
太
郎　

　

１ 

倉
橋
惣
三
先
生
と
附
属
幼
稚
園

　
　

三
、
戦
後
の
こ
と
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よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
一
口
に
い
え
ば
、
両
雄

な
ら
び
た
た
ず
、
と
い
っ
た
工
合
で
、
双
方
と
も
が
大
物

で
あ
り
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
、
保
育
要
領
の
実
際
の
執
筆
に
当
っ
て
は
倉
橋

先
生
を
わ
ず
ら
わ
さ
な
い
で
、
山
下
俊
郎
氏
そ
の
他
の

方
々
に
や
っ
て
頂
い
た
、
中
に
は
、
里
見
静
江
氏
な
ど
の

厚
生
省
関
係
の
人
を
も
含
め
た
。
こ
の
要
領
の
骨
子
に
つ

い
て
は
ヘ
フ
ァ
ナ
ン
女
史
の
示
唆
を
受
け
た
が
、
細
部
の

執
筆
は
全
く
日
本
人
が
や
っ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ

の
要
領
の
中
に
、
わ
が
幼
児
教
育
の
伝
統
、
倉
橋
的
な
精

神
を
盛
り
こ
む
こ
と
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
、
私
は
、
同

書
の
第
一
章
前
書
き
を
書
い
た
が
、
そ
の
い
ち
ば
ん
最
後

の
行
に
次
の
よ
う
に
し
る
し
た
。

「
幼
児
の
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
教
師
や
保
母
や
母

親
た
ち
が
心
か
ら
幼
児
に
対
す
る
深
い
愛
情
に
燃
え
、
幼

児
の
た
め
に
、
天
国
の
よ
う
に
あ
た
た
か
く
楽
し
い
環
境

を
と
と
の
え
よ
う
と
す
る
熱
意
に
み
た
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
い
っ
さ
い
の
根
本
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

あ
な
た
方
の
清
ら
か
な
愛
情
か
ら
わ
き
出
た
献
身
が
将
来

の
明
る
い
日
本
の
い
し
ず
え
を
築
く
の
で
あ
る
。」

　

わ
た
し
は
、
ひ
そ
か
に
倉
橋
的
な
文
章
で
、
そ
れ
ま
で

の
先
生
の
労
苦
に
報
い
た
い
、
と
い
っ
た
気
持
ち
も
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
あ
え
て
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
保
育
要
領
を
受
け
た
、
幼
稚
園
教
育
要
領
も
ま
た
、

決
し
て
倉
橋
的
な
軌
道
を
踏
み
は
ず
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
こ
と
に
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
改

訂
幼
稚
園
教
育
要
領
は
、
私
が
そ
の
改
訂
委
員
長
と
な
っ

た
た
め
、
倉
橋
精
神
の
基
本
方
向
を
保
持
す
る
に
つ
と
め

た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
私
は
、
倉
橋
先
生
が
主
事
を
さ
れ
た
、
附
属
幼

稚
園
の
次
の
次
の
園
長
と
な
っ
て
、
先
生
が
の
こ
し
た
生

命
に
参
与
し
て
い
る
。
七
年
の
園
長
生
活
の
う
ち
、
と
き

ど
き
、
こ
の
幼
稚
園
の
姿
の
ど
こ
と
ど
こ
と
に
倉
橋
先
生

が
生
き
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
。

　

途
中
か
ら
乗
船
し
て
き
た
私
の
よ
う
な
者
は
、
船
の
重

さ
を
ず
し
り
と
感
じ
て
、
そ
れ
を
自
分
の
か
じ
で
自
由
に

動
か
そ
う
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
情

勢
に
の
っ
て
そ
れ
を
利
用
す
る
な
り
身
を
任
せ
る
な
り
す

る
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
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倉
橋
先
生
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
じ
よ
う
な
感

じ
を
も
た
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
語
り
草
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
、
倉
橋
先
生
は
よ
く
こ
ど
も
た
ち
と
遊
ば
れ

た
が
、
身
だ
し
な
み
が
き
ち
ん
と
し
て
い
て
ハ
イ
カ
ラ
な

先
生
に
、
幼
児
た
ち
は
そ
う
い
う
こ
と
を
か
ま
わ
ず
に
先

生
に
と
び
つ
い
て
く
る
の
で
、
先
生
は
先
生
方
の
助
け
を

も
と
め
て
逃
げ
て
か
え
ら
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
。
そ
れ

も
ほ
ん
と
で
あ
ろ
う
が
、
私
の
経
験
か
ら
察
す
れ
ば
、
こ

ど
も
た
ち
の
中
に
は
ど
う
し
て
も
入
り
こ
ん
で
い
け
な
い

一
線
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
ど
も
た
ち

は
受
持
ち
の
先
生
と
か
た
く
深
く
結
び
つ
い
て
い
て
、
実

際
家
と
し
て
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
備
え
て
い
な
い
園
長
と
は
、

が
ま
ん
が
で
き
る
間
は
遊
ん
で
く
れ
る
が
、
そ
の
限
度
が

く
る
と
な
か
ま
か
ら
い
び
り
出
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

私
は
、
倉
橋
先
生
も
よ
く
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
ま
た
（
論
が
少
し
飛

躍
す
る
が
）
園
の
教
育
の
実
際
や
方
向
を
自
分
の
力
で
左

右
で
き
る
と
は
思
っ
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
思
う
。

　

端
的
に
い
え
ば
、
園
の
生
命
は
倉
橋
先
生
だ
け
で
な
く

多
く
の
人
た
ち
の
汗
と
熱
と
を
貪
欲
に
む
さ
ぼ
り
と
っ
て

育
っ
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
ど
こ
が
誰
の
せ
い
で
あ
る
か

な
ど
、
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。
す
な
お
に
そ
れ

自
身
を
ま
か
せ
な
が
ら
、
時
と
場
に
応
じ
て
弾
力
的
に
対

処
す
る
、
こ
れ
が
ま
た
、
倉
橋
的
な
考
え
方
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

倉
橋
先
生
が
幼
児
を
愛
し
、
幼
児
教
育
に
献
身
し
て
、

わ
が
国
の
幼
児
教
育
の
父
と
慕
わ
れ
る
よ
う
に
さ
え
な
ら

れ
た
こ
と
は
、
先
生
の
心
か
ら
の
喜
び
で
あ
り
、
幸
福
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
と
同
時
に
、
先
生
は
い
ろ
い
ろ
な
方
面
に
す
ぐ
れ
た

も
の
を
も
っ
て
い
て
、
た
と
え
ば
芸
術
的
な
天
分
に
つ
い

て
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生

が
も
の
さ
れ
た
樋
口
一
葉
研
究
が
、
山
本
健
吉
な
ど
の
文

芸
批
評
家
に
絶
賛
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
な
い
よ
う
で
す
が
、
か
え
っ
て
、
先
生
の
魅
力
の

も
と
で
も
あ
り
、
幼
児
教
育
の
先
達
と
あ
お
が
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
広
く
深
い
人
間
と
し
て

の
先
生
が
、
幼
児
教
育
に
生
涯
を
托
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
の
運
命
を
、
ど
う
考
え
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
か
。
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践

気
持
ち

浦
木
智
子

（
保
育
士
）

実践研究

保育ノート
私の

　

い
ず
み
ナ
ー
サ
リ
ー
で
子
ど
も
た
ち
と
毎
日
を

過
ご
す
よ
う
に
な
っ
て
２
年
目
。
今
年
度
も
１
・
２

歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ナ
ー
サ
リ
ー
で

は
先
輩
の
保
育
者
と
保
育
を
し
な
が
ら
、『
楽
し
い
』

の
中
で
変
わ
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
触
れ
、
私
自

身
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
く
よ
う
な
経
験
を
た
く
さ

ん
し
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
す
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
も
、
自
分
自
身
の
気
持
ち

に
も
出
合
っ
て
い
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

大
き
な
紙

　

一
日
雨
が
降
り
続
い
て
い
た
あ
る
日
。
保
育
室
に

広
い
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
大
き
な
紙
を
広
げ
ま
し

た
。
こ
ろ
こ
ろ
と
転
が
っ
て
い
く
ロ
ー
ル
か
ら
広
が

る
紙
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
上
を
歩
い
た
り
寝
転
が

っ
た
り
す
る
子
ど
も
た
ち
。
紙
の
下
に
も
ぐ
り
込
み

始
め
た
子
ど
も
が
い
た
の
を
見
て
、
私
も
ふ
わ
っ
と

紙
を
持
ち
上
げ
る
と
、
紙
の
下
に
次
々
と
子
ど
も
た

ち
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
は「
ば
あ
！
」

と
顔
を
出
し
、
ま
た
ふ
わ
っ
と
私
の
持
ち
上
げ
る
紙

の
下
に
も
ぐ
り
込
み
ま
す
。
持
ち
上
げ
な
が
ら
私
も

紙
の
中
に
入
る
と
、
中
に
入
っ
て
い
る
Ａ
く
ん
、
Ｒ

く
ん
、
Ｉ
ち
ゃ
ん
の
に
こ
に
こ
の
顔
が
。「
ば
あ
！
」

と
紙
を
頭
の
上
か
ら
ず
ら
す
と
、
笑
い
な
が
ら
思
わ

浦木智子（うらき ともこ）
お茶の水女子大学附属いずみナーサリー保育士。
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気
持
ち

浦
木
智
子

（
保
育
士
）

実践研究

保育ノート
私の

茂
み
の
中
で

　

今
日
は
近
隣
の
自
然
豊
か
な
公
園
に
お
散
歩
に
行

こ
う
、
と
出
か
け
た
日
の
こ
と
で
す
。
昨
年
度
か
ら

何
度
も
こ
の
公
園
に
遊
び
に
来
て
い
る
Ｈ
く
ん
が
茂

み
の
中
に
入
り
探
検
を
始
め
る
と
、
そ
れ
を
見
た
Ｉ

ち
ゃ
ん
と
Ｎ
ち
ゃ
ん
も
つ
い
て
来
て
、
い
つ
の
ま
に

か
Ｈ
く
ん
の
後
ろ
に
２
人
が
連
な
っ
て
歩
い
て
い
き

ま
す
。
茂
み
は
周
り
を
高
い
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
の

で
す
が
、場
所
に
よ
っ
て
は
背
丈
の
低
い
木
も
あ
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
く
ぐ
っ
た
り
、
よ
け
た
り
し
な

が
ら
歩
き
ま
す
。道
が
あ
る
よ
う
な
な
い
よ
う
な
中
、

通
れ
そ
う
な
所
を
Ｈ
く
ん
と
一
緒
に
探
し
な
が
ら
私

も
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。
ど
こ
か
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
よ
り
も
、
た
だ
歩
い
て
進
み
、
目
の
前
に
は

木
々
や
葉
っ
ぱ
が
、
ク
モ
の
巣
が
、
で
こ
ぼ
こ
し
た

土
の
山
が
、
と
歩
く
た
び
に
景
色
が
変
わ
り
、
足
元

で
は
土
を
踏
み
し
め
る
感
覚
を
感
じ
ま
す
。
自
然
の

ず
ご
ろ
ん
と
寝
転
が
っ
て
体
を
よ
じ
ら
せ
る
Ａ
く
ん
。

そ
れ
を
見
て
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
笑
顔
の
Ｒ
く
ん
。
Ｉ

ち
ゃ
ん
は
周
り
の
紙
に
も
埋
も
れ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
も
っ
と
、
と
い
う
３
人
の
表
情
に
、
何
度
も
紙
を

持
ち
上
げ
て
は
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
横
へ
ず
ら
し
、

「
ば
あ
！
」。
繰
り
返
す
た
び
、
体
を
く
っ
つ
け
あ
い

な
が
ら
紙
の
中
で
３
人
も
私
も
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
何
も
言
葉
は
交
わ
さ
な
く
て
も
、
な

ん
だ
か
楽
し
く
て

笑
み
が
こ
ぼ
れ
、

何
度
も
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
紙
に

隠
れ
て
は
そ
の
中

か
ら
顔
を
出
し
、

笑
い
あ
っ
て
い
ま

し
た
。
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を
す
る
の
が
好
き
な
Ａ
く
ん
。歌
を
歌
っ
て
い
る
と
、

「
か
え
る
の
う
た
や
り
た
い
！
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
し

て
、私
と
両
手
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
っ
と
力
強
く
ジ
ャ
ン
プ
。
そ
こ
へ
、

「
Ｉ
ち
ゃ
ん
も
！
」
と
加
わ
る
Ｉ
ち
ゃ
ん
。
私
は
Ｉ

ち
ゃ
ん
と
も
片
方
の
手
を
つ
な
ぎ
、「
Ａ
く
ん
と
、

Ｉ
ち
ゃ
ん
の
手
を
つ
な
い
だ
ら
い
い
よ
」と
言
う
と
、

そ
う
っ
と
Ｉ
ち
ゃ
ん
に
手
を
伸
ば
す
Ａ
く
ん
。
つ
な

ぎ
た
い
け
れ
ど
、
Ｉ
ち
ゃ
ん
は
？　

と
い
う
Ａ
く
ん

の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
遠
慮
が
ち
に
伸
ば

さ
れ
た
手
。
そ
れ
を
見
て
、
Ｉ
ち
ゃ
ん
は
ど
う
す
る

か
な
？　

と
私
も
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
、
ぎ
ゅ
っ

と
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、
片
手

を
Ａ
く
ん
、
も
う
片
方
を
Ｉ
ち
ゃ
ん
と
つ
な
ぎ
な
が

ら
歌
に
合
わ
せ
て
ジ
ャ
ン
プ
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
ふ
い
に
、
宙
に
差
し
出
さ
れ
て
い
た
Ａ
く
ん

の
手
を
、
Ｉ
ち
ゃ
ん
が
ぱ
っ
と
握
り
ま
し
た
。
手
が

つ
な
が
っ
て
、気
持
ち
も
つ
な
が
っ
た
か
の
よ
う
に
、

３
人
で
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
ぴ
ょ
ん
、
ぴ
ょ
ん
、
ぴ

中
で
ど
ん
な
こ
と

を
感
じ
て
い
る
の

だ
ろ
う
？　

と
、

夢
中
で
歩
い
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の

姿
を
見
て
考
え
な

が
ら
Ｈ
く
ん
の
あ

と
に
つ
い
て
い
く

と
、
木
の
幹
の
陰

か
ら
ひ
ょ
こ
っ
と

顔
を
出
す
Ｏ
ち
ゃ
ん
と
保
育
者
の
姿
が
。「
Ｏ
ち
ゃ
ん

だ
！
」。
少
し
離
れ
て
い
た
場
所
で
遊
ん
で
い
た
２
人

に
出
会
っ
た
の
で
し
た
。
探
検
の
先
で
の
思
い
が
け

な
い
再
会
に
、
笑
顔
で
応
え
て
く
れ
る
Ｏ
ち
ゃ
ん
と

保
育
者
の
姿
に
、
な
ん
だ
か
と
て
も
う
れ
し
く
な
る

子
ど
も
た
ち
と
私
で
し
た
。

伸
ば
し
た
手

　

歌
を
歌
い
な
が
ら
、
か
え
る
に
な
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
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い
た
り
、
気
が
つ
く
と
一
緒
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た

り
、
思
わ
ず
ぎ
ゅ
っ
と
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
り
、
言

葉
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
無
意
識
の
う
ち

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
い
つ
の
ま
に
か
私
だ

け
先
走
り
子
ど
も
と
の
気
持
ち
が
ず
れ
て
い
た
こ
と

に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
感
じ
た
こ
と
は
曖
昧

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
わ
か
ら
な
い

な
り
に
向
き
合
っ
て
み
た
り
、
同
僚
の
保
育
者
と
話

し
た
り
し
て
い
く
う
ち
に
、
何
日
か
た
っ
て
、
つ
な

が
る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
り
も
し
ま
す
。
頭
で

考
え
て
言
葉
に
で
き
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
感
じ
た

気
持
ち
も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
自
分
の
中
に
も
ち

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
遊

び
、
自
分
な
り
に
考
え
続
け
、
日
々
子
ど
も
た
ち
か

ら
学
ん
で
い
け
た
ら
、
と
思
い
ま
す
。

ょ
ん
。
弾
む
体
と
、
一
緒
が
う
れ
し
く
て
弾
む
気
持

ち
が
重
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
歌

う
と
「
も
う
い
っ
か
い
！
」。
そ
の
声
か
ら
、
Ａ
く
ん

の
う
れ
し
い
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
う
ち

に
、
気
持
ち
も
近
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
で
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
く

中
で
、
も
と
に
あ
っ
た
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
の
多
い
私
は
、
思
わ
ず
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
る
よ
う
な
瞬
間
を
子
ど
も
た
ち
と
共
有
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
と
き
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
紙
の
中
で
友
達
と
く
っ
つ
い
て
笑
い
あ

っ
て
い
る
と
き
、
夢
中
で
茂
み
の
中
を
歩
い
て
い
る

と
き
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
手
を
つ
な
ぎ
た
い
な
、

と
友
達
に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
と
き
…
…
。
そ
の
時

そ
の
時
は
、
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
笑
っ
て
し
ま
っ
て
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心
も
と
な
さ
の
記
念
日

　

今
、
手
元
に
日
記
が
あ
る
。
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
用
紙

に
印
刷
し
た
手
製
の
も
の
で
、
20
枚
を
束
ね
、
端
を

ク
リ
ッ
プ
で
留
め
て
い
る
。
１
枚
に
つ
き
７
日
分
の

枠
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
24
時
間
の
目
盛
が
振
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
、
そ
の
日
の
母
乳
や
ミ
ル
ク
の
量

と
時
間
、
排
せ
つ
の
時
間
、
睡
眠
時
間
、
そ
の
ほ
か

さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

息
子
が
生
ま
れ
て
８
日
目
か
ら
、
私
た
ち
夫
婦
は

こ
の
日
記
を
つ
け
始
め
た
。
例
え
ば
こ
ん
な
具
合
だ
。

 　５
月
26
日
（
金
）　

14
日
目

６
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
、
お
し
っ
こ
／
７
時:

う
ん
ち
／
８

時:

お
し
っ
こ
、
へ
そ
の
緒
か
ら
出
血
／
９
時:

市
立
病

院
に
電
話
。
マ
キ
ロ
ン
を
塗
る
。
沐
浴
は
Ｏ
Ｋ
／
11
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
／
14
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
、
お
し
っ
こ
／
16
時

:

お
し
っ
こ
、
沐
浴
／
17
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
／
21
時:

ミ
ル

ク
80
㎖
／
１
時:
ミ
ル
ク
70
㎖
／
５
時:

ミ
ル
ク
80
㎖

保高一仁（ほたか かずひと）
女子美術大学アート・デザイン表現学科ヒーリング表現領域
准教授。２児の父。
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８
月
26
日
（
土
）　

１
０
６
日
目

６
時:

母
乳
／
７
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
、
お
し
っ
こ
、
点

眼
薬
／
９
時
：
お
し
っ
こ
／
10
時:

母
乳
／
11
時:

ミ
ル

ク
80
㎖
、
点
眼
薬
／
13
時:

お
し
っ
こ
／
14
時:

ミ
ル
ク

80
㎖
／
15
時:

お
し
っ
こ
／
16
時:

点
眼
薬
／
17
時:

母

乳
、
ミ
ル
ク
80
㎖
／
18
時:

お
し
っ
こ
／
19
時:

沐
浴

／
21
時:

母
乳
、
ミ
ル
ク
80
㎖
、
う
ん
ち
、
点
眼
薬
／

22
時:

母
乳

　

驚
き
な
の
は
、
人
類
は
過
去
20
万
年
以
上
に
わ
た

っ
て
育
児
を
営
ん
で
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

私
は
、
な
お
も
乳
飲
み
子
を
前
に
戸
惑
っ
て
い
る
と

い
う
事
実
だ
。
何
も
、
こ
こ
で
不
満
を
言
い
た
い
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
、
わ
が
子
を
抱
い
て
み
て
、
よ

う
や
く
親
の
素
養
を
か
き
集
め
始
め
て
い
る
自
分
の

の
ん
き
さ
に
呆
れ
た
の
だ
。

　

こ
の
日
の
朝
、
息
子
が
「
お
は
よ
う
」
と
言
っ
た

の
を
聞
い
た
。
私
は
慌
て
て
妻
に
話
し
た
が
、
笑
っ

て
取
り
あ
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
う
だ
ろ

う
。
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
に
は
、
ま
だ
早
い
。

　

こ
の
日
記
を
つ
け
始
め
た
の
は
、
不
安
だ
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
、
こ
の
子
は
し
っ
か
り
育
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
か
、
私
た
ち
は
良
い
親
に
な

れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
、
将
来
に
投
げ
か
け
ら
れ

る
漠
然
と
し
た
不
安
で
は
な
い
。
そ
の
場
、
そ
の
瞬

間
に
私
た
ち
を
捉
え
て
く
る
、「
本
当
に
こ
れ
で
大
丈

夫
な
の
？
」
と
い
う
強
烈
な
心
も
と
な
さ
だ
。

　

一
度
に
与
え
る
べ
き
ミ
ル
ク
の
量
は
、
知
っ
て
い

る
。
看
護
師
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。
健
康
な
う
ん

ち
の
色
は
、
知
っ
て
い
る
。
母
子
手
帳
に
乳
児
の
便

の
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
付
い
て
い
た
。
熱
性
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
た
と
き
の
対
処
法
は
、
多
分
知
っ
て
る
。

Ｋ
２
シ
ロ
ッ
プ
は
何
日
置
き
に
与
え
る
必
要
が
あ
る

の
か
、
妻
が
乳
腺
の
ト
ラ
ブ
ル
で
苦
し
む
と
き
ど
こ

に
相
談
す
る
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
は
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
う
し
た
知
識
が
あ
っ
て
も
、
結
局
、
私
た

ち
の
さ
ざ
め
く
心
は
鎮
ま
ら
な
か
っ
た
。
ミ
ル
ク
を

飲
み
終
え
眠
る
息
子
が
、
ち
ゃ
ん
と
げ
っ
ぷ
を
し
た

の
か
何
度
も
何
度
も
自
問
し
な
が
ら
、
私
も
引
き
ず

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
眠
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
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９
月
29
日
（
金
）　

１
４
０
日
目

６
時:

母
乳
／
９
時:

母
乳
／
11
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
／
14

時:

母
乳
／
16
時:

母
乳
、
ミ
ル
ク
80
㎖
／
18
時:

母
乳

／
19
時:

沐
浴
／
20
時:

ミ
ル
ク
80
㎖
／
21
時:

母
乳
／

４
時:
母
乳

　

バ
ウ
ン
サ
ー
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
息
子
が
私
に
手

を
伸
ば
す
。
私
が
持
っ
て
い
る
３
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
に

興
味
が
あ
る
よ
う
だ
。
手
渡
す
と
、
息
子
は
そ
れ
を

顔
の
前
に
掲
げ
、
し
ば
ら
く
た
め
つ
す
が
め
つ
し
て
、

床
に
落
と
し
た
。

　

息
子
を
バ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
抱
き
上
げ
、
膝
の
上
に

座
ら
せ
た
。
私
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
拾
い
、
日
記
の
余

白
に
赤
色
で
さ
か
な
を
、
青
色
で
り
ん
ご
の
絵
を
描

い
て
み
せ
た
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
度
息
子
に
ボ
ー

ル
ペ
ン
を
手
渡
し
た
。
ペ
ン
先
が
、
紙
の
表
面
を
な

で
る
よ
う
に
動
く
。
か
す
か
な
線
が
紙
に
残
る
。
私

は
「
そ
う
か
、
そ
う
か
」
と
言
い
、
息
子
を
か
き
寄

せ
た
。

10
月
３
日
（
火
）　

１
４
４
日
目

６
時:

母
乳
／
８
時:

母
乳
／
10
時:

母
乳
、
ミ
ル
ク
80
㎖

　

こ
の
日
で
、
私
た
ち
夫
婦
は
日
記
を
つ
け
る
こ
と

を
や
め
た
。
当
初
私
た
ち
に
日
記
を
つ
け
る
こ
と
を

強
い
た
心
も
と
な
さ
が
消
え
た
か
ら
で
は
な
い
。
そ

れ
は
今
も
減
じ
る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
。
た
だ
、

そ
の
心
も
と
な
さ
を
抱
え
た
ま
ま
の
日
々
を
、
日
常

と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
の
だ
。
き
っ
と
人
に
は
、
ど
ん
な
日
々
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
常
な
る
も
の
に
し
て
い
く
体
力
の
よ

う
な
も
の
が
備
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

13
時
発
の
特
急
に
乗
り
、
３
人
連
れ
立
っ
て
妻
の

実
家
に
行
っ
た
。
よ
く
晴
れ
た
日
だ
っ
た
。

11
月
２
日
（
金
）

　

息
子 

５
３
９
日
目　

娘 

１
日
目

　

娘
が
生
ま
れ
た
。

　

黒
目
が
ち
な
目
を
開
き
、
世
界
を
の
ぞ
い
て
い
る
。

手
を
伸
ば
し
、
私
た
ち
に
触
れ
て
い
る
。
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４
月
１
日
（
月
）

　

息
子 

６
９
０
日
目　

娘 

１
５
１
日
目

　

妻
の
産
後
休
が
明
け
、
私
の
育
休
が
始
ま
っ
た
。

１
年
間
だ
。

　

仕
事
と
育
児
。
ど
ち
ら
か
が
一
方
の
合
間
に
収
ま

る
こ
と
な
ど
な
く
、
渾
然
と
な
っ
て
流
れ
込
ん
で
く

る
よ
う
な
生
活
を
送
る
中
で
、
引
き
続
き
夫
婦
の
い

ず
れ
か
が
育
児
に
専
念
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
は
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
時
間
が

う
れ
し
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
こ
こ
で
告
白
を
す
れ
ば
、

育
休
の
申
請
を
出
し
て
、
慌
た
だ
し
く
手
続
き
や
人

事
が
進
行
し
、
私
の
手
か
ら
諸
々
の
仕
事
が
離
れ
て

い
く
こ
と
に
、
静
か
に
解
放
感
を
覚
え
て
も
い
た
。

　

妻
は
復
職
す
る
。
妻
は
こ
の
時
点
で
通
算
１
年
半

近
く
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
仕
事
の
感

覚
を
取
り
戻
し
、
再
び
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く
こ

と
に
な
る
。
妻
の
通
勤
時
の
バ
ッ
グ
に
は
、
新
た
に

搾
乳
器
と
母
乳
の
保
存
パ
ッ
ク
が
加
え
ら
れ
た
。

　

ぼ
ん
や
り
と
考
え
て
み
る
。

　

こ
れ
ま
で
幾
億
の
育
児
を
積
み
重
ね
て
き
た
社
会

に
生
き
な
が
ら
、
今
も
な
お
、「
親
」
は
私
た
ち
に
と

っ
て
全
く
新
し
く
経
験
さ
れ
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
。

　

育
児
は
、
こ
の
社
会
全
体
が
共
有
で
き
る
歴
史
と

し
て
継
承
し
て
い
く
に
は
、
あ
ま
り
に
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
事
柄
だ
か
ら
な
の
か
。
あ
る
い
は
、
仮
に
育

児
の
歴
史
は
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
が
陰
っ
て
見
え
な

く
な
る
ほ
ど
、
今
、
私
た
ち
が
経
験
し
て
い
る
営
み

が
鮮
烈
で
、
ま
ば
ゆ
い
か
ら
か
。

　

こ
こ
ま
で
書
い
て
み
て
、
ふ
と
思
い
至
る
。

　

ひ
ょ
っ
と
し
て
私
た
ち
が
生
き
る
こ
の
社
会
は
、

そ
も
そ
も
「
親
」
を
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
中
で
、
な
お
も
私
た
ち

は
「
親
」
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
。

　

手
探
り
で
心
も
と
な
い
自
ら
の
あ
り
よ
う
を
、
ま

ず
引
き
受
け
て
し
ま
う
こ
と
。

　

日
記
を
つ
け
る
こ
と
を
や
め
た
日
を
、
私
た
ち
夫

婦
の
「
心
も
と
な
さ
の
記
念
日
」
と
し
て
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
祝
い
た
い
。
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「育ての心」で語りあう

保護者同士がつながれる場Vol.8

～動画を囲んだDX時代のカンファレンス～

この連載では、保育動画を囲んで、保育者、
研究者、保護者、子どもに関心のある人、関
心のあまりない人、いろんな人が語りあって
いきます。
今回のメンバーは５人です。杜ちゃいるど園
の保育者である大竹さん、城田さん、保護者である平田さん、山下さん。
そして、研究者である久保健太です。
全２回、本号は２回目です。　　　　　　　　　 　 　 　  （構成：久保）

連  

載

つ
な
が
れ
る
場

久
保
　
杜
ち
ゃ
い
る
ど
園
で
や
っ
て
い
る
「
パ
パ
パ

ワ
ー
ラ
ン
ド
」
と
い
う
の
は
？

大
竹
　
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
「
人
力
遊
園
地
」
と
い

う
の
を
や
っ
て
い
て
「
そ
れ
を
や
っ
て
ほ
し
い
！
」

っ
て
、
平
田
さ
ん
に
お
願
い
し
た
ら
、
な
ん
と
！ 

「
パ
パ
パ
ワ
ー
ラ
ン
ド
」
な
ん
て
す
て
き
な
名
前
に

な
っ
て
で
す
ね
。
そ
れ
で
保
護
者
の
お
父
さ
ん
た
ち

を
集
め
て
、
そ
の
人
力
遊
園
地
を
や
っ
て
く
れ
た
ん

で
す
よ
。
や
っ
た
の
は
い
い
ん
だ
け
ど
、
す
ご
く
疲

れ
ち
ゃ
っ
て
、
懲
り
ち
ゃ
っ
た
人
も
い
て
。（
笑
）

平
田
　
パ
パ
が
活
躍
す
る
場
っ
て
な
か
な
か
な
い
で

す
し
。
そ
の
後
に
は
プ
レ
イ
デ
イ
（
運
動
会
に
あ
た

る
も
の
）
で
も
パ
パ
で
動
い
た
り
し
て
。
や
っ
ぱ
り

そ
う
や
っ
て
１
個
の
も
の
を
乗
り
越
え
る
と
、
か
か

わ
り
や
す
さ
み
た
い
な
の
は
出
て
き
ま
す
ね
。

山
下
　
つ
な
が
り
を
求
め
て
い
る
パ
パ
も
多
い
で
す

よ
ね
。

大竹みどり　杜ちゃいるど園（神奈川県横浜市）園長。
平田眞大　杜ちゃいるど園保護者。
久保健太　大妻女子大学家政学部児童学科専任講師。

城田 龍　杜ちゃいるど園保育士。
山下晃平　杜ちゃいるど園保護者。

「ぐんぐん
� カーニバル」

「園庭 1」
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「育ての心」で語りあう

保護者同士がつながれる場Vol.8

～動画を囲んだDX時代のカンファレンス～

この連載では、保育動画を囲んで、保育者、
研究者、保護者、子どもに関心のある人、関
心のあまりない人、いろんな人が語りあって
いきます。
今回のメンバーは５人です。杜ちゃいるど園
の保育者である大竹さん、城田さん、保護者である平田さん、山下さん。
そして、研究者である久保健太です。
全２回、本号は２回目です。　　　　　　　　　 　 　 　  （構成：久保）

連  

載

だ
か
ら
子
ど
も
に
帰
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

そ
れ
で
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
た
と
い
う
満
た
さ
れ
た

感
も
あ
っ
て
。
一
人
で
は
楽
し
ま
せ
ら
れ
な
い
で
す

け
ど
、
み
ん
な
で
だ
っ
た
ら
あ
れ
だ
け
の
人
を
楽
し

ま
せ
ら
れ
る
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
る
と
い
う
か
。

大
竹
　
小
学
校
に
行
く
と
な
か
な
か
つ
な
が
り
が
で

き
に
く
く
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
の
中
で
つ
な
が

り
を
つ
く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
こ
こ
で
つ
な
が
り

を
も
っ
て
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
そ
こ
で
聞
け
る
と

か
、
そ
う
い
う
の
っ
て
保
育
園
の
役
割
な
の
か
な
っ

て
。

　

か
さ
ま
の
杜
（
姉
妹
園
）
で
は
、「
一
日
保
育
士

体
験
」
っ
て
い
う
こ
と
も
や
っ
て
も
ら
っ
て
た
ん
で

す
。
そ
う
す
る
と
、
参
加
し
た
お
父
さ
ん
た
ち
は

「
す
ご
く
良
か
っ
た
」
っ
て
言
わ
れ
る
。「
し
こ
た

ま
疲
れ
ま
し
た
」
は
も
ち
ろ
ん
最
初
に
。「
も
う
帰

り
た
い
」
っ
て
言
っ
て
い
た
り
、
昼
に
帰
る
お
父
さ

ん
と
か
も
い
て
、「
ま
た
起
き
た
頃
、
来
ま
す
」
な
ん

て
人
も
い
た
り
。

平
田
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
な
の
で
、
そ
こ
の
壁
を

突
破
し
て
あ
げ
る
と
い
う
か
、
言
わ
れ
た
か
ら
行
く

よ
、
と
い
う
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
に
し
て
あ
げ
る
。

　

そ
こ
の
入
り
や
す
い
環
境
っ
て
い
う
ん
で
す
か

ね
。
大
人
に
な
る
と
子
ど
も
み
た
い
に
、
さ
っ
と
と

は
な
ら
な
い
か
ら
。（
笑
）

山
下
　
考
え
方
、
み
ん
な
違
い
ま
す
か
ら
ね
。
距
離

感
あ
ん
ま
り
気
に
し
な
い
人
と
、
気
に
す
る
人
と
。

平
田
　
そ
こ
の
尺
度
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

城
田
　
大
人
は
特
に
肩
書
き
を
気
に
す
る
人
が
多
い

か
ら
、
そ
れ
を
取
っ
払
っ
ち
ゃ
え
ば
、
人
と
し
て
話

せ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
作
業
、

い
わ
ば
肩
書
き
を
取
る
作
業
を
、
平
田
さ
ん
は
大
事

に
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
、「
平
田
さ
ん
だ
っ
た
ら

行
く
よ
」
っ
て
人
も
多
い
だ
ろ
う
し
、「
平
田
さ
ん

に
な
ら
頼
め
る
」
っ
て
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
田
　
そ
こ
は
同
じ
「
親
だ
か
ら
」
っ
て
い
う
と
こ

ろ
を
強
調
す
る
し
か
な
い
か
な
。
や
っ
ぱ
り
仲
良
く

な
る
に
は
ど
こ
か
し
ら
の
共
通
点
を
探
り
な
が
ら
。
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き
る
け
ど
、
場
面
を
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
場
に
居

れ
ば
、「
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
到
来
し
て
、
保
育

場
面
が
動
い
て
い
く
ん
だ
な
あ
」
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
と
同
じ
場
で
感
じ
て
み
る

っ
て
い
う
の
は
大
事
な
の
で
、
ぜ
ひ
、
そ
の
よ
う
な

機
会
を
設
け
た
い
で
す
ね
。
そ
う
い
う
話
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
し
て
い
る
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
コ
ロ
ナ
禍

が
…
…
。
セ
パ
レ
ー
ト
す
る
の
が
正
義
み
た
い
な
風

潮
が
強
く
っ
て
。

つ
な
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り

山
下
　
園
で
作
っ
て
く
れ
た
カ
レ
ー
を
園
庭
で
食
べ

る
っ
て
や
り
ま
し
た
よ
ね
。
コ
ロ
ナ
で
集
ま
れ
な
い

け
ど
、
や
ろ
う
っ
て
。。
あ
れ
、
す
ご
い
人
数
集
ま

り
ま
し
た
よ
ね
。

大
竹
　
１
３
０
人
く
ら
い
ね
。

山
下
　
そ
の
中
に
は
意
外
な
人
が
い
た
の
か
な
？

大
竹
　
そ
う
な
ん
で
す
よ
！　

意
外
な
人
が
「
手
伝

い
ま
す
！
」
っ
て
来
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

平
田
　
そ
れ
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。
こ
こ
の
施
設
を

お
借
り
し
て
一
緒
に
遊
べ
る
と
い
う
の
は
。
普
段
の

保
育
の
様
子
を
ど
う
し
て
も
見
ら
れ
な
い
の
で
。

大
竹
　
皆
さ
ん
見
た
い
ん
だ
よ
ね
。
や
っ
ぱ
り
ね
。

平
田
　
他
の
子
と
の
か
か
わ
り
を
ね
。
動
画
じ
ゃ
な

く
て
、
の
ぞ
く
よ
う
な
。

久
保
　
わ
が
子
を
見
て
て
も
、
園
で
の
ほ
う
が
お
利

口
さ
ん
な
ん
で
す
よ
ね
。
家
だ
と
、
き
ょ
う
だ
い
げ

ん
か
ば
っ
か
り
し
て
る
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
、
園
に

お
迎
え
に
行
っ
た
と
き
な
ん
か
は
、
他
の
子
も
交
え

た
り
し
て
仲
良
く
遊
ん
で
い
て
。
先
生
方
に
伺
う
と
、

「
今
日
は
〇
〇
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
か
、

「
落
ち
て
い
た
〇
〇
を
拾
っ
て
畳
ん
で
く
れ
ま
し
た
」

と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
。
家
と

は
違
っ
て
、
園
で
は
立
派
に
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
聞
い
て
、
安
心
で
き
ま
す
。

城
田
　
わ
が
子
の
様
子
を
保
育
場
面
の
動
画
で
見
て

い
て
も
、
現
場
の
空
気
感
を
味
わ
う
こ
と
に
は
勝
て

ま
せ
ん
よ
ね
。
動
画
で
は
、
場
面
を
見
る
こ
と
は
で
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で
突
発
的
に
企
画
し
た
の
に
、
片
付
け
と
か
、
手
伝

い
に
率
先
し
て
入
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
り
、
普
段

の
保
育
で
は
知
ら
な
い
、
意
外
な
一
面
が
見
ら
れ
た

り
。

大
竹
　
本
当
に
意
外
だ
っ
た
ね
。
片
付
け
が
う
ま
い

と
思
っ
た
ら
、
居
酒
屋
で
バ
イ
ト
し
て
る
っ
て
。

　

園
と
し
て
何
か
を
す
る
っ
て
考
え
る
と
き
に
難
し

い
の
が
、
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
は
い
い
し
、「
私

は
い
い
わ
」
っ
て
言
っ
て
い
る
人
も
い
い
ん
だ
け
ど
、

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
参
加
し
て
い
る
人
の
周
囲
に
い

る
人
。

平
田
　
入
り
た
い
け
ど
…
…
み
た
い
な
人
ね
。

大
竹
　
こ
の
人
た
ち
が
疎
外
感
み
た
い
な
も
の
を
も

っ
て
し
ま
う
と
「
ア
ウ
ト
」
な
の
で
、
そ
こ
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

城
田
　
そ
う
い
う
人
は
グ
イ
ッ
て
こ
っ
ち
が
引
っ
張

っ
て
し
ま
う
と
、
逆
に
遠
く
な
っ
て
し
ま
う
。
加
減

が
難
し
い
で
す
よ
ね
。

大
竹
　
そ
こ
の
気
持
ち
の
砕
き
方
っ
て
課
題
だ
よ
ね
。

城
田
　
中
に
は
配
膳
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
卒
園
児

の
お
子
さ
ん
に
配
る
の
を
任
せ
て
、「
持
っ
て
い
っ

て
！
」
っ
て
や
っ
て
く
れ
る
ご
家
庭
も
あ
っ
て
。
席

も
家
族
ご
と
に
し
な
い
で
、
も
ち
ろ
ん
家
族
ご
と
の

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
場
所
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

10
人
掛
け
と
か
の
テ
ー
ブ
ル
も
用
意
し
て
。

久
保
　
そ
う
す
る
と
相
席
に
な
っ
た
家
族
同
士
、
交

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
す
よ
ね
。

城
田
　
そ
う
そ
う
。
子
ど
も
が
こ
ぼ
し
た
ら
「
あ

〜
」
っ
て
言
い
あ
っ
た
り
。
そ
う
い
う
の
も
見
ら
れ

た
り
し
て
、
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。

大
竹
　
カ
レ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
ず
っ
と
「
や
り
た

い
、
や
り
た
い
」
っ
て
城
田
さ
ん
と
言
っ
て
い
た
の

ね
。
そ
れ
で
も
、
な
か
な
か
で
き
て
な
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

城
田
　
１
個
、
形
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
も
、
保

護
者
の
方
の
実
家
が
農
業
を
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
か

ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
か
を
大
量
に
持
っ
て
き
て
く
れ
た

り
し
て
。
職
員
の
方
で
も
、
大
竹
さ
ん
と
僕
が
２
人
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火
を
や
っ
て
く
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
、
お
茶
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
？　

と
か
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
い
て
い
き

ま
せ
ん
か
？　

と
か
や
る
と
、
案
外
ね
。
お
と
な
し

い
方
も
「
い
い
ん
で
す
か
」
っ
て
言
っ
て
マ
シ
ュ
マ

ロ
焼
い
て
い
た
り
し
て
。
そ
れ
の
積
み
重
ね
か
な
。

多
様
な
人
と
か
か
わ
れ
る
規
模
感

平
田
　
普
段
仕
事
を
や
る
上
で
、
初
対
面
の
人
と
ど

う
か
か
わ
っ
て
い
く
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
を
結
構
考

え
て
い
ま
す
。

大
竹
　
そ
れ
っ
て
保
育
園
で
も
重
要
で
す
よ
ね
。

久
保
　
今
、
平
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
、

組
織
論
の
中
で
も
第
一
歩
の
と
こ
ろ
で
必
要
な
ん
で

す
よ
ね
。

平
田
　
や
っ
ぱ
り
対
面
が
い
い
っ
て
な
っ
た
と
き
に

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
会
え
な
く
な
っ
た
。
じ
ゃ
あ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
は
ど
う
や
る
の
か
っ
て
。

久
保
　
平
田
さ
ん
も
普
段
の
仕
事
は
、
計
画
性
や
緻

密
さ
を
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
よ
ね
。
保
育
の
仕
事

そ
っ
ち
に
も
気
持
ち
を
向
け
て
お
か
な
い
と
。

久
保
　
そ
れ
ぐ
ら
い
の
距
離
感
の
人
が
、
カ
レ
ー
だ

っ
た
ら
足
を
運
べ
た
っ
て
感
じ
な
ん
で
す
か
？

大
竹
　
そ
う
で
す
ね
。
コ
ロ
ナ
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

来
そ
う
な
人
が
来
な
い
っ
て
場
合
も
あ
っ
た
か
な
。

だ
か
ら
い
ろ
ん
な
会
を
や
る
の
が
本
当
は
い
い
の
か

な
っ
て
思
う
ん
で
す
け
ど
。

山
下
　
そ
う
い
う
と
き
の
基
本
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ
の

と
き
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
要
は
、
淡
々
と
継
続

的
に
企
画
を
立
て
て
み
ん
な
に
発
信
し
て
い
く
だ
け

っ
て
い
う
の
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
来
ら
れ
る
人
だ

け
来
て
く
れ
れ
ば
い
い
っ
て
。
１
回
行
か
な
か
っ
た

か
ら
行
き
づ
ら
く
な
っ
た
っ
て
い
う
空
気
感
を
出
さ

な
い
よ
う
に
ね
。
ち
ょ
っ
と
お
茶
飲
ん
で
、
み
た
い

な
レ
ベ
ル
の
５
分
、
10
分
企
画
か
ら
、
ガ
ッ
ツ
リ

の
も
の
も
含
め
て
あ
れ
ば
。
人
に
よ
っ
て
タ
イ
ミ
ン

グ
と
か
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
仕
事

が
忙
し
い
と
か
。

大
竹
　
だ
か
ら
昨
年
度
、
城
田
さ
ん
が
こ
こ
で
た
き
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は
逆
に
曖
昧
さ
が
必
要
な
仕
事
で
す
よ
ね
。
役
割
分

担
も
、
明
確
に
し
過
ぎ
る
と
う
ま
く
い
か
な
い
。

大
竹
　
確
か
に
。
保
護
者
の
方
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
平
田
さ
ん
の
よ
う
な
業
界
に
い
る
方
が
多
い
の

に
、
杜
ち
ゃ
い
る
ど
園
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
も
う
ち

ょ
っ
と
保
育
園
側
も
ち
ゃ
ん
と
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
せ
、
ち
ゃ
ん
と
が
苦
手
で
、

私
が
。

平
田
　
普
段
の
仕
事
は
、
仕
事
の
規
模
が
大
き
く
て
、

役
割
分
担
が
明
確
過
ぎ
て
、
や
る
人
に
し
か
仕
事
が

行
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
し
。
悩
ま
し
い
で
す
ね
。

大
竹
　
ど
こ
も
規
模
感
な
ん
だ
ね
。

久
保
　
役
割
分
担
の
明
確
さ
と
曖
昧
さ
を
時
と
場
合

に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
た
め
に
は
、
規
模
感
っ
て
す

ご
く
大
事
な
ん
で
す
よ
ね
。

山
下
　
僕
が
以
前
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
だ
と
、
急
に

従
業
員
が
増
え
て
、
50
人
を
超
え
る
と
急
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
や
り
方
が
変
わ
る
ん
で
す
よ
ね
。
要
は

哲
学
が
伝
わ
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
。

大
竹
　
そ
う
ね
。
哲
学
が
伝
わ
ら
な
い
っ
て
あ
る
と

思
う
。
保
育
園
の
組
織
も
、
保
育
園
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ

だ
と
思
っ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
職
種
と
か
か
わ
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
う
。

平
田
　
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
言
い
や
す
い
で
す
し
ね
。

大
竹
　
そ
う
な
の
！　

相
談
し
や
す
い
。

平
田
　
な
か
な
か
言
え
な
い
こ
と
が
言
え
た
り
と
か

あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

大
竹
　
だ
か
ら
ね
、
保
護
者
の
人
と
も
、
も
っ
と
つ

な
が
れ
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
、
あ
ん
ま
り
つ
な
が
っ

た
感
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
な
い

人
た
ち
が
疎
外
感
を
も
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
申
し

訳
な
い
の
で
、
そ
こ
ら
辺
を
ど
う
し
て
い
く
か
っ
て

い
う
の
が
ね
。
園
と
し
て
は
課
題
。

城
田
　
山
下
さ
ん
が
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、

一
回
一
回
を
小
さ
く
継
続
的
に
や
っ
て
い
く
、
と
い

う
の
が
鍵
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

�

（
２
０
２
２
年
４
月
16
日 

杜
ち
ゃ
い
る
ど
園
に
て
）

�

―
終
わ
り
―
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八田 剛（はった つよし）
金沢大学教育学部（学校教育教員養成課程 技術教育コース）
卒業。SE として金融系システムの開発・保守に従事。

し
、
仕
事
が
忙
し
く
帰
宅
が
連
日
深
夜
に
な
り
、
休
日

出
勤
も
多
か
っ
た
こ
と
、
妻
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に
頼

れ
る
人
が
少
な
い
こ
と
、
石
川
県
へ
の
転
勤
の
目
処
が

立
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
上
の
子
が
２
歳
で
下
の
子
が

生
ま
れ
る
前
に
妻
と
子
ど
も
が
先
に
石
川
県
に
帰
り
、

単
身
赴
任
と
な
っ
た
。

　

単
身
赴
任
以
降
は
、
２
週
か
ら
３
週
に
１
度
の
ペ
ー

ス
で
週
末
に
石
川
県
へ
帰
省
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
そ
の
回
数
も
さ
ら
に
減
少
し
た
。

単
身
赴
任
の
子
育
て
で
重
要
だ
と
感
じ
た
こ
と

　

単
身
赴
任
世
帯
の
子
育
て
で
最
も
重
要
と
考
え
て

い
る
の
は
、「
配
偶
者
の
思
い
や
悩
み
を
ど
れ
だ
け
傾

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
書
籍
や
雑
誌
を
見
る
と
、「
両
親

で
家
事
・
育
児
を
分
担
」
な
ど
の
ワ
ー
ド
を
目
に
す
る

こ
と
は
多
い
が
、「
父
・
夫
と
し
て
の
時
間
が
少
な
い

単
身
赴
任
の
人
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
」と
感
じ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
は
あ
る
と
思
う
が
、
触
れ
ら
れ
る

こ
と
が
比
較
的
少
な
い
で
あ
ろ
う
単
身
赴
任
世
帯
の
子

育
て
に
つ
い
て
述
べ
る
。

単
身
赴
任
の
経
緯
・
状
況
や
家
族
構
成

　

私
は
、大
学
を
卒
業
し
、シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ

Ｅ
）
と
し
て
地
元
の
企
業
に
就
職
後
、
東
京
へ
配
属
に

な
り
以
降
は
東
京
で
働
い
て
い
る
。　

　

妻
と
は
同
郷
で
、
現
在
子
ど
も
は
２
人
い
る
。
し
か

単
身
赴
任
世
帯
の
子
育
て
に
つ
い
て

八
田 

剛

（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
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と
い
う
こ
と
で「
１
か
月
間
の
ほ
と
ん
ど
が
ワ
ン
オ
ペ
」

と
い
う
状
態
が
正
確
に
理
解
さ
れ
ず
、
周
囲
と
妻
の
温

度
差
が
あ
っ
た
。

　

ひ
と
り
親
の
世
帯
も
あ
り
、
す
べ
て
を
自
分
で
こ
な

し
て
い
る
方
も
大
勢
い
る
。
し
か
し
私
た
ち
の
場
合
、

「
夫
が
い
る
の
に
単
身
赴
任
で
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い
」

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
か
ら
余
計
な
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
た
結

果
、
家
事
・
育
児
に
対
す
る
余
裕
が
な
く
な
り
、
妻
か

ら
笑
顔
が
消
え
た
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
す
る
回
数

が
減
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
は
妻
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
向

き
合
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
子
ど
も
の
通
う
幼
稚
園
の
先
生
方
が

妻
の
異
変
に
気
づ
き
、
い
ろ
い
ろ
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
私
が
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か

な
ど
真
摯
に
教
え
て
い
た
だ
き
、状
況
は
改
善
さ
れ
た
。

　

子
育
て
に
お
い
て
、
子
ど
も
と
ど
う
向
き
合
う
か
に

注
目
が
集
ま
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
私
も
子
ど
も
と
の

時
間
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
を
優
先
的
に
考
え
て

い
た
が
、
子
ど
も
に
一
番
向
き
合
っ
て
い
る
家
族
へ
の

理
解
・
共
感
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

聴
で
き
る
か
」
で
あ
る
。

　

当
然
、
単
身
赴
任
者
は
子
育
て
に
参
加
で
き
る
時
間

が
限
ら
れ
て
お
り
、
結
果
的
に
配
偶
者
へ
の
育
児
に
対

す
る
依
存
度
は
上
が
る
た
め
、
配
偶
者
の
育
児
に
対
す

る
割
合
が
大
き
く
な
る
。　

　

私
の
場
合
、
お
互
い
の
実
家
の
近
く
に
妻
と
子
ど
も

は
引
っ
越
し
た
た
め
、
周
囲
の
方
か
ら
「
近
く
に
実
家

が
あ
る
し
頼
れ
る
か
ら
よ
か
っ
た
ね
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
私
も
そ
う
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
現
実
的
に
す
べ
て
を
実
家
に
頼
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。実
際
に
義
母
は
子
ど
も
が
大
好
き
な
方
で
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
も
１
か
月
同
居
し
て
く
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
も
「
ば
ぁ
ば
大
好
き
！
」

と
よ
く
言
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
義
母
で
あ

っ
て
も
、
妻
の
思
い
と
し
て
は
、
で
き
れ
ば
夫
に
任
せ

た
い
・
相
談
し
た
い
こ
と
も
当
然
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
、
単
身
赴
任
で
は
す
べ
て
を
対
応
で
き
な

い
た
め
、
負
担
は
す
べ
て
妻
に
い
き
、「
ワ
ン
オ
ペ
育

児
」
と
な
る
。
た
だ
、
周
囲
か
ら
す
る
と
「
ひ
と
り
親

家
庭
で
も
な
い
し
、近
く
に
実
家
も
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
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子
ど
も
が
楽
し
く
な
い
か
も
、
と
い
う
こ
と
で
も
、
と

り
あ
え
ず
「
一
緒
に
や
っ
て
み
る
？
」
と
声
を
か
け
て

い
る
。
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
草
む
し
り
や
掃
除

な
ど
で
も
自
分
な
り
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
、
そ
れ
を

私
に
伝
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
会
話
が
発
展
し
、「
こ

う
や
っ
た
ら
ラ
ク
に
で
き
る
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
り

「
ど
う
や
っ
た
ら
パ
パ
み
た
い
に
早
く
で
き
る
の
？
」

な
ど
感
想
や
課
題
を
共
有
す
る
時
間
が
増
え
た
。

　

子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
短
い
か
ら
こ
そ
、
一
見
子

ど
も
が
楽
し
く
な
い
か
も
と
思
う
こ
と
で
も
一
緒
に
や

っ
て
み
て
、
子
ど
も
の
思
い
を
共
有
す
る
回
数
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
子
ど
も
と
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
の
が
「
も
の
作
り
」
だ
。

私
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
も
の
作
り
が
好
き
な
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
る
が
、

子
ど
も
と
一
緒
に
何
か
を
作
る
と
き
は
、
極
力
口
出
し

を
せ
ず
子
ど
も
が
自
分
で
考
え
て
作
り
、
困
っ
た
と
き

や
危
な
い
と
き
に
手
助
け
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
は
、「
身
近
に
あ
る
も
の
で

　

毎
日
家
族
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
れ
ば
些
細
な
変
化
に

も
気
づ
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
機

会
の
少
な
い
単
身
赴
任
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
毎
日
ほ
ん

の
少
し
で
も
よ
い
の
で
、
一
番
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る

配
偶
者
の
思
い
を
聴
く
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
る
。

単
身
赴
任
中
の
子
育
て
に
つ
い
て

　

私
が
「
短
い
時
間
で
子
育
て
に
参
加
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
を
考
え
た
結
果
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

子
ど
も
に
「
一
緒
に
や
っ
て
み
る
？
」
と
言
う
こ
と
に

し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
と
の
時
間
を
可
能
な
限
り
確
保
す

る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
感
性
を
豊
か
に
す

る
こ
と
や
、
体
験
の
中
で
発
生
し
た
課
題
を
ど
う
解
決

し
て
い
く
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

　

単
身
赴
任
で
は
子
育
て
に
参
加
す
る
時
間
が
短
い
の

で
、子
ど
も
と
一
緒
に
何
か
を
す
る
機
会
が
限
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、子
ど
も
か
ら
誘
わ
れ
た
と
き
だ
け
で
な
く
、
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の
初
等
中
等
教
育
で
推
進
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
の
Ａ
（A
rts

）
の
土
台
と
な
る
。

　

技
術
教
育
を
学
び
、
Ｓ
Ｅ
と
し
て
働
い
て
い
る
中
で

感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
も
の
作
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
工

作
や
絵
画
な
ど
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
く
、
現
在
の
小

学
校
で
も
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
も
、

自
分
の
思
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
と
い
う
「
も
の
作

り
」
で
あ
る
。
自
分
が
思
っ
た
通
り
の
も
の
が
で
き
た

と
き
の
喜
び
は
工
作
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
変
わ
ら
な

い
。
親
子
で
そ
の
喜
び
や
発
生
し
た
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
と
の
時
間
を
よ
り
密
度
の
濃
い
も
の

に
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

終
わ
り
に

　

コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
が
大
き
く
変

わ
っ
た
が
、
業
種
に
よ
っ
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
対
応

で
き
ず
、
単
身
赴
任
と
な
っ
て
い
る
家
庭
も
ま
だ
ま
だ

あ
る
た
め
、
単
身
赴
任
の
一
例
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

解
決
で
き
な
い
か
」を
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

以
前
、
段
ボ
ー
ル
で
秘
密
基
地
を
作
っ
た
と
き
、
段
ボ

ー
ル
が
不
足
し
屋
根
の
一
部
が
作
成
で
き
な
い
と
い
う

問
題
が
発
生
し
た
。
子
ど
も
は
「
新
し
い
段
ボ
ー
ル
が

欲
し
い
」
と
言
っ
た
が
、「
段
ボ
ー
ル
は
無
い
の
で
他

の
も
の
で
代
用
が
で
き
な
い
か
」
を
一
緒
に
考
え
た
。

そ
の
結
果
、
子
ど
も
か
ら
「
新
聞
紙
と
か
折
り
紙
で
も

屋
根
で
き
る
よ
ね
？
」
と
提
案
が
あ
り
カ
ラ
フ
ル
な
屋

根
の
秘
密
基
地
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
課
題
も
子
ど
も
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
と
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
す
と
と
も
に
、
も

の
作
り
を
通
し
て
、
感
性
を
豊
か
に
す
る
こ
と
や
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
問
題
を
解
決
、
想
像
を
形
に

す
る
方
法
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
よ
い
と

考
え
、
も
の
作
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
初
は
「
短
い
時
間
で
ど
う
や
っ
て
子
育
て
に
参
加

す
る
か
」
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に

や
っ
て
み
て
感
想
や
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
と
の
か
か
わ
り
を
濃
い
も
の
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
の
感
性
や
課
題
解
決
力
を
磨
く
こ
と
で
、
現
在
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松本雄一（まつもと ゆういち）　グローバルキッズ日吉五丁目園。
戸田雄介（とだ ゆうすけ）　グローバルキッズ戸塚吉田町保育園。
日本の保育をベトナムに伝えるアドバイザーとして、ベトナム関連
事業に携わっていた（現在コロナで休止中）。

国
境
を
越
え
た
保
育
の
学
び 

in 

ベ
ト
ナ
ム

松
本
雄
一

戸
田
雄
介

（
認
可
保
育
園
園
長
）

で
し
た
。
遅
れ
て
来
た
り
、
途
中
で
退
出
し
た
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
た
り
、
電
話
し
た
り
。
日
本

で
は
注
意
を
受
け
る
場
面
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

は
ベ
ト
ナ
ム
。
お
店
の
店
員
さ
ん
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
見
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
場
面
も
よ
く
目
に
し
ま

し
た
の
で
、
そ
ん
な
ス
タ
イ
ル
は
当
た
り
前
な
の
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
講
義
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

講
義
中
、大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
、

通
訳
を
通
し
て
の
進
行
。
僕
た
ち
が
話
し
て
、
通
訳
。

話
し
て
ま
た
通
訳
の
繰
り
返
し
。
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
進
ま
な
か
っ
た
り
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
ん
だ

り
の
試
行
錯
誤
。
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
と
は
言
え
な
い
講

義
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
講
義
が
始
ま
る
と
真
剣
な
ま
な

日
本
の
保
育
を
伝
え
に
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
へ

　

日
本
の
保
育
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
ベ
ト

ナ
ム
に
は
多
く
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
日
本
の
保
育
を

「
保
育
所
保
育
指
針
」「
保
育
者
論
」「
食
」「
５
領
域
」

等
を
基
に
研
修
会
を
通
し
て
伝
え
に
行
き
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
現
役
の
保
育
者
、
こ
れ
か
ら
保
育
園
で

働
こ
う
と
思
っ
て
い
る
学
生
、
保
育
に
興
味
の
あ
る
社

会
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

研
修
は
２
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
僕
た
ち
は
後

半
の
、「
言
葉
」「
表
現
」「
人
間
関
係
」「
環
境
」
の

講
義
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ざ
講
義
が
ス
タ
ー
ト

す
る
と
、
受
講
す
る
人
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
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少
し
暑
い
く
ら
い
で
し
た
が
、
汗
を
か
き
な
が
ら
夢
中

に
な
り
楽
し
ん
で
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

保
育
の
世
界
で
も
、
子
ど
も
た
ち
と
本
気
で
遊
ん
だ

り
、
楽
し
ん
だ
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
あ
ら
た
め
て
子
ど
も
た
ち
と
の
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
瞬
間
で
し
た
。

　

実
は
そ
の
後
、
受
講
生
の
数
名
は
僕
た
ち
の
会
社
に

入
社
し
、保
育
者
と
し
て
保
育
の
現
場
に
入
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
園
を
い
く
つ
か
変
わ
り
、
僕
た
ち
の
い
る
園

に
も
保
育
者
と
し
て
現
場
に
入
り
ま
し
た
。
い
ざ
現
場

に
入
る
と
、
子
ど
も
と
か
か
わ
る
姿
、
仕
事
へ
の
姿
勢

の
素
晴
ら
し
さ
。
ま
た
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ
に

聞
い
て
き
て
、
納
得
い
く
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
投

げ
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
か
ら
は
今
ま
で
行

っ
た
園
で
の
疑
問
点
な
ど
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。「
子

ど
も
と
の
か
か
わ
り
方
に
納
得
い
か
な
い
」「
こ
の
保

育
の
流
れ
に
疑
問
点
が
あ
る
」
等
。
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
な
の
か
と
真

剣
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
心
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、
学
び
た

ざ
し
で
話
を
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。
講
義

の
途
中
で
も
わ
か
ら

な
い
こ
と
、
気
に
な

る
こ
と
は
質
問
し
て

き
た
り
、
た
く
さ
ん

メ
モ
を
と
っ
た
り
、

集
中
し
て
僕
た
ち
の

話
を
聞
い
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

　

日
本
人
と
の
違
い
で
驚
か
さ
れ
た
の
は
、「
表
現
」
の

講
義
で
の
、
体
を
動
か
し
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

日
本
で
は
恥
ず
か
し
が
っ
た
り
、
あ
ま
り
乗
り
気
で
な

か
っ
た
り
す
る
人
も
多
く
い
る
の
を
よ
く
目
に
し
ま
し

た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
は
、
講
義
を
受
け
て
い
る

と
い
う
よ
り
、
全
力
で
本
気
で
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
を

と
て
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講
生
の
皆
さ
ん

で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
劇
を
そ
の

場
で
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
夏
の
ベ
ト
ナ
ム
。
室
内

は
扇
風
機
と
少
し
効
き
が
悪
い
エ
ア
コ
ン
。
室
内
で
も
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等
も
十
分
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
園
を
ぐ
る
っ
と
見
せ

て
い
た
だ
き
、
保
育
の
様
子
も
見
た
後
は
ギ
タ
ー
で
歌

い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
ま
し
た
。話
を
聞
く
と
、

ベ
ト
ナ
ム
語
・
英
語
・
日
本
語
の
手
遊
び
や
体
操
を
取

り
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
日
本
へ
の
あ
こ
が

れ
も
も
っ
て
い
る
そ
う
で
、
日
本
人
が
来
る
と
い
う
だ

け
で
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
１
ク
ラ
ス
だ
け
に
行

く
と
「
な
ん
で
こ
の
ク
ラ
ス
だ
け
」
と
不
満
が
出
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
３
・
４
・
５
歳
全
員
で
40
人
く
ら

い
が
集
ま
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
日
本
の
曲
で
有
名
な
曲

は
？　

と
聞
く
と
「
大
き
な
栗
の
木
の
下
で
」
と
答
え

が
返
っ
て
き
た
の
で
、
ま
ず
は
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

い
つ
も
や
っ
て
い
る
よ
う
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
後
は
、

「
泣
い
て
る
栗
の
木
の
下
で
」「
笑
っ
た
栗
の
木
の
下

で
」
な
ど
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
遊
ん
で
い
き
ま
し
た
。

笑
い
は
万
国
共
通
で
、
子
ど
も
た
ち
も
職
員
の
方
た
ち

も
大
笑
い
で
楽
し
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
ふ
れ

あ
い
遊
び
で
タ
ッ
チ
を
し
た
り
、
く
す
ぐ
っ
た
り
す
る

と
子
ど
も
た
ち
に
も
火
が
つ
い
て
終
始
笑
顔
で
し
た
。

最
後
は
手
遊
び
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
盛
り
上
が
り
、

い
と
い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
は
す
ご
く
真
面
目
で
勤
勉
だ
と
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
名
ベ
ト
ナ
ム
へ
戻
り
、
現
在

も
グ
ル
ー
プ
園
で
保
育
者
と
し
て
働
い
て
い
る
メ
ン
バ

ー
も
い
ま
す
。

　

国
境
を
越
え
、
子
ど
も
の
こ
と
で
話
し
あ
い
、
学
び

あ
う
。
言
葉
の
違
い
、
文
化
の
違
い
が
そ
こ
に
は
あ
る

け
れ
ど
、子
ど
も
た
ち
を
思
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
、

む
し
ろ
、日
本
の
保
育
者
よ
り
も
強
い
思
い
を
感
じ
る
、

と
て
も
有
意
義
な
ベ
ト
ナ
ム
で
の
講
義
の
時
間
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
保
育
現
場
事
情
を
知
る

　

講
義
の
参
加
者
に
幼
稚
園
の
園
長
を
や
っ
て
い
る
方

が
い
た
の
で
、現
場
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
こ
は
ベ
ト
ナ
ム
で
も
富
裕
層
の
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

が
通
う
園
で
し
た
。
Ｕ
字
型
の
園
舎
は
幼
稚
園
の
ほ
か

小
学
校
・
中
学
校
が
併
設
さ
れ
て
い
る
建
物
で
、
近
隣

に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

園
舎
の
中
は
と
て
も
き
れ
い
な
環
境
で
、
お
も
ち
ゃ
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り
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
繁
華
街
に
は
大
き
な
デ
パ
ー
ト

も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
外
れ
た
所
で
は
井
戸
端
会
議
の

よ
う
に
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
そ
こ
ら
中
に
置
い
て
あ
っ

て
、
近
所
の
人
同
士
で
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
た

く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
深
さ
が
あ
り
、温
か
さ
を
感
じ
る
光
景
で
し
た
。

日
本
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
大
事
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
て
も
ら
え
た

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

20
分
く
ら
い
遊
ん
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
講
義
の
受

講
生
だ
っ
た
人
が
通
訳
に
入
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
流

れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
心
の
つ
な
が
り

が
も
て
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
富
裕
層
の
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
園
で

し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
保
育
全
般
を
見
る
と
、
今
の
日
本

で
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
形
の
保
育
を
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で
み
る
と
楽
し
さ
を
十

分
感
じ
て
く
れ
て
い
て
、
文
化
は
違
え
ど
変
わ
ら
な
い

姿
が
あ
っ
て
安
心
し
ま
し
た
。

貧
富
の
差
は
あ
る
が
温
か
い
国

　

ハ
ノ
イ
の
街
並
み
を
見
る
と
昭
和
の
日
本
の
よ
う
な

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
道
端
で
空
心
菜
を
切
っ
て

い
た
り
、
椅
子
を
並
べ
て
お
茶
を
し
て
い
た
り
と
、
ど

こ
か
懐
か
し
さ
も
感
じ
る
雰
囲
気
で
し
た
。
バ
イ
ク
で

有
名
な
国
で
す
が
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
が
鳴
り
響
い

て
い
ま
す
。
な
ぜ
あ
ん
な
に
音
を
鳴
ら
し
て
い
る
の
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
こ
こ
を
走
っ
て
い
る
よ
」
と
い

う
合
図
な
の
だ
そ
う
で
す
。
歩
行
者
に
対
す
る
思
い
や
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黒須和清　1955年東京生まれ。横浜在住。
洗足こども短期大学教授として手作りおもちゃや人形劇
を教えるかたわら、ペーパークラフトや執筆活動、研修
会講師の仕事などで忙しい。

と、大アップでシーちゃんが提案。
「うーん……おもちゃ屋の夏祭りって？」
高校の文化祭みたいに素人がやるたこ焼きや
焼きそばの店が並んでいるのしか思いつかない。
花火は夜だから５時閉店ではやれないし……

「おもちゃを買ってくれたお客さんに無料でスーパーボールすくい！」
「スーパーボールすくい？ ああ、あれね」。私の子ども時代にあったのは金魚と
水風船ヨーヨーぐらい。水に浮かんだスーパーボールをすくうのは、割と新しい
縁日文化なので実は私は未体験なのでした。面白いんかなぁ？　と疑問符のまま、
とにかく教え子の夢をかなえる「言いなり先生」は夏祭りをやることに決定。

名古屋のおもちゃ問屋で、いつもはスルーする水遊びグッズの商品棚を散策。す
るとスーパーボールと別に「おもちゃすくい」っていうジャンルがあるじゃない
ですか。あ、これのほうがビジュアルが楽しいぞ。ソフトビニール製の小さいキ
ャラクターおもちゃで下に笛が付いていて、押すとキュッキュッと鳴くやつです。
気に入ったのがこの５シリーズ。

それに、直径１メートル弱の専用のプールと
空気入れを買って、「ポイ」とよばれる「すくうやつ」を
100本買いました。これ、破けやすいのと破けにくいのと
２種類あるんですよ。サービスか儲けか、どちらを選ぶ？
そして７月、いよいよゆうほや夏祭り！　売り台にも夏の商品並べます。

面白駄玩具の紹介と

新米おもちゃ屋の

どたばたエッセイ！
その 9

文
化

面白駄玩具の紹介と

新米おもちゃ屋の

どたばたエッセイ！
その14

文
化

その16
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リアルスイカのビーチボールを上から吊って、シーちゃんが作った長過ぎてズン
垂れた盆踊り提灯の飾りを張って、店の前、ひげだるまオーナーの喫煙所のベン
チをずらしてプール置いて水入れて、おもちゃ投げ込むと、わー！　なんかワク
ワク！　ひげだるまオーナーとキントトさんもやって来て
「鎌倉おもちゃ屋物語」出演メンバー４人が初めての勢ぞろい！
さあお客さんいらっしゃーい！

破けにくいポイを買ったのに、
オーナーもキントトさんもだいたい
３個すくうぐらいで穴があく。なのに
なんと20個ぐらいすくう、不思議に
上手な少年！　なぜ？　……と思えば、
１個すくえばそれで満足の子。なぜ？
取れるだけ取りたいものじゃないのかな？

おもちゃすくいやりたくてお義理におもちゃを買いに店に入るのもよし！
子どものようにはしゃぐ彼女のポイが破けたら、彼女のためにマジですくいだす
彼氏のほほ笑ましさ。いいなあ。いろんなドラマがあってオーナーもキントトさ
んもニコニコと帰っていきました。あっという間に閉店時間。
「たのしかったぁ！」「やっぱやってよかったね」
「あーねむくなっちゃったぁ」

電池が切れて突然寝ちゃった
シーちゃんの横で考える。
そうか、おもちゃ屋は商品としての
おもちゃを売るのではなくおもちゃの
楽しさを売るのだな。
楽しいことはすべておもちゃなんだ。
おもちゃ屋は「楽しいこと屋」なんだな。
だからこういうのもアリ！　来年もやること決定です。

その後の検証でわかったすごい秘密。
大きめのおもちゃ３つを三角になるように
同時にすくい上げると、ポイのワッカの上
３点で安定して、なんと紙が破けた後でも
すくえるのですよ！　20個すくった少年は
この秘密の技を知っていたのかも。

面白駄玩具の紹介と

新米おもちゃ屋の

どたばたエッセイ！
その 9

文
化

面白駄玩具の紹介と

新米おもちゃ屋の

どたばたエッセイ！
その14

文
化
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11）倉橋惣三（1932）「ひっこし（移転を前にして）」幼児の教育、32巻 
12号、p. 24　傍点は原著者による

12）今泉飛鳥（2014）「関東大震災後の東京における産業復興の起点――人 
口と労働需要の動向に着目して」社会科学論集、142、pp. 155-178

13）新庄よしこ（1932）「おもい出のままに――東京女子高等師範学校附属 
幼稚園――（移転を前にして）」幼児の教育、32巻12号、p. 36

14）日本幼稚園協会（1933）「講習会における質疑応答 ――速記――」幼児の
教育、33巻８・９号、pp. 123-171

15）津守真（1979）『子ども学のはじまり』フレーベル館、pp. 145-156
16）津守真（1980）『保育の体験と思索――子どもの世界の探究』大日本図 

書、p. 224
17）Adamo, S. M. G. & Rustin , M. （Eds.） （2013）. Young Child  

Observation: A Development in the Theory and Method of Infant 
Observation. Routledge.

　本研究は、Froebel Trust Open Call 
Research Grantの助成を受けたものであ
る。

－８－
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幼児の教育　122 - 1（2023）

　遊戯療法的な観点からは、子どもは遊びの象徴的な体験を通して、移行期
の情動体験を心の中で消化し、成長の糧としていくことができると考えられ
る17）。もちろんこうした体験は、意図的な操作や意識的な計画によって引
き起こせるものではない。遊びの体験はどこまでもその瞬間の充実によって
成り立つものであるから、その内的意義はあとになって分かってくることも
多い。しかし、子ども自身が遊びの中でそうした体験に取り組んでいるとい
う視点を保育者がもつことには意味があるだろう。そのことが、子どもが遊
ぶ内的な体験を尊重し、その発展を支えるかかわりを可能にすると考えられ
る。誘導保育の原点となる「旅へ」の事例からは、遊びを導く原動力として
の体験とイメージ、思いを込めて子どもたちとかかわる保育者の姿勢につい
て学ぶことができる。

１）倉橋惣三（1934）『幼稚園保育法真諦』東洋図書　引用にあたっては、 
旧字・旧仮名を現代のものに改めた。

２）前掲１）第四篇扉頁
３）新庄よしこ（1933）「旅へ――東京駅から」前掲１）pp. 177-207
４）浅井幸子（2009）「東京女子高等師範学校附属幼稚園における誘導保 

育の成立過程――保育記録の語り口に着目して」和光大学現代人間学部
紀要、２、pp. 29-45

５）前掲３）p. 177
６）林仁忠（1984）「あそび・うそ・創造性」飯田真ほか（編）『創造性 

（岩波講座精神の科学９）』岩波書店、pp. 87-113
７）新庄よしこ（1932）「森の組（五月の一週間）」幼児の教育、32巻６ 

号、p. 38
８）前掲３）pp. 192-194
９）西隆太朗（2007）「心理臨床における多者心理学の可能性について」 

岡田康伸・河合俊雄・桑原知子（編）『心理臨床における個と集団』創 
元社、pp. 77-86

10）Fabian, H. & Dunlop, A. W. （Eds.） （2002）. Transitions in the Early 
Years: Debating Continuity and Progression for Children in Early 
Education.  Routledge Falmer.

－７－
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研究に基づいて『真諦』を著した。同書は1933年の日本幼稚園協会夏季講
習会において、倉橋が四百余名の聴衆を前に行った講演に基づいているが、
49ページにもわたる質疑応答の記録からは、会の熱気が相当なものであっ
たことが窺える14）。この講演は、「ここの幼稚園で見ていただければ分か
るように」といった形で、園の実践に言及しながら語られている。倉橋と保
育者が、理論と実践が融合する新たな保育論を協働して築き上げ、そして完
成したばかりの新園舎の風景とともに満を持して打ち出したのが、ちょうど
この時期だったのである。

遊びを導くイメージとその意義
「旅へ」のイメージには、震災からの復興、旧園舎から新園舎への移行、旧
来の保育を超えて新しい保育を子どもたちとともに創造する体験が、知らず
知らずのうちに重ねられていたように思われる。それらはいずれも保育者と
子どもの双方にとって重要な体験だった。津守眞は、誘導保育においては外
的に表れた制作物などの成果以前に、子どもの内面的な体験が重要であり、
それを触発するのが保育者の情熱と人間的なかかわりなのだと論じている15） 　
16）。外的側面から捉えるならば、一つのテーマに沿って動物園や水族館な
ど、長期にわたって大がかりな制作物を完成させていくのが誘導保育である
ように見えるし、実際にそうした実践例も数多くある。しかし新庄の記録か
らは、子どもたちの内的体験を濃やかに捉えて応答しながら、自らの思いを
込めてかかわる保育者のあり方を見ることができる。そのようなあり方は、
外的に誘導保育の形をとるか否か、長期にわたる制作となるか否かを超えて、
保育にとって根本的な意義をもつと思われる。
　共同の遊びの中で、子どもと保育者は、ともにイメージを紡いでいる。そ
のイメージは、意識的な意図だけでつくられるわけではない。われ知らず心
惹かれるイメージを追い求め、互いが思いもよらない着想を持ち寄り合う中
で、遊びは事前の計画を超えた新しい発見と体験をもたらす。子どもが「夢
中」になれる充実した遊びは、夜見る夢と同じように、意識のみならず無意
識の過程を含んでいる。その無意識的なイメージが、「旅へ」に見られるよ
うに、かかわる人々にとって重要なテーマを担いうる点でも、遊びと夢は似
ている。子どもも保育者も、それぞれが自分自身を込めてかかわる充実した
遊びは、いわば共同で夢見る体験にも喩えられる。
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イメージが生まれる背景 ―― 移行の過程
　創造は意識を超えた過程を経て生まれると述べたが、イメージにも無意識
的な背景が想定される。精神分析やユング心理学においては、汽車のイメー
ジは即物的な汽車だけでなく、その人の心にとって象徴的な意味を持ちうる
と考えられている。夢に現れるイメージの意味を読み解く際には、夢見た人
がそのとき置かれている状況を参照することが一つの手がかりとなる。個人
だけでなく集団においても、メンバーが共通に抱いている無意識の関心がイ
メージに反映される可能性が示唆されている９）。以下は一つの仮説となる
が、この観点から「旅へ」のイメージについて考えてみたい。
　このイメージが生まれたのは、関東大震災が起きた９月１日を目前にした
ころだった。1923年、お茶の水の幼稚園も震災で全焼している。バラック
の園舎で保育が再開された後、約10年を経て、1933年１月、現在の新園舎
に移ることとなった。それは一つの移行期と捉えられる。入園期・卒園期ば
かりでなく、登園・降園などの日常場面を含めて、社会環境やアイデンティ
ティの変化を伴う「移行」の際には、子どもたちへの繊細な配慮が必要であ
ることが知られている10）。この時期、子どもも大人も、新園舎への移行に
向けて期待と不安を抱いたことだろう。「旧いところから新しいところへ、
というよりも、な

、

つ
、

か
、

し
、

み
、

から希望への間をゆくひっこしの車には、荷物の
ほかにさまざまの思いの積まれることである」と倉橋は書き留めている11）。
このイメージは、旧園舎から新園舎へ、子どもと保育者の思いを携えた「旅」
をも象徴していたように思われる。
　移転は震災からの復興によって可能になった。復興に一区切りがついたの
は1930年３月の帝都復興祭のころとされており12）、この事例はそこから
２年半後のものである。一方で、1914年末に開業した東京駅は1920年代
にも駅舎を拡張し、発展を続けていた。震災後に生まれた園児たちは復興の
象徴とも言える。彼らは震災を直接には知らないが、発展する東京の様子を
感じ取っていたことだろう。
「旧から新へ」といえば、園の保育もこの時期に大きな変化を遂げている。
新庄によると恩物本位の保育から子どもを主体とする保育への移行は、大正
６、７（1917-18）年ごろから震災後にかけて、「新旧相交わる過渡期」に
生じたという13）。移行はちょうど倉橋の着任によって始まっている。彼はそ
の後２度のブランクを経て昭和５（1930）年に園に戻り、保育者との協同
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　汽車のイメージに惹きつけられて遊ぶ様子を見てきた経験が、新学期を前
にして東京駅のイメージが生まれた背景にあったと考えられる。日々無数に
捉えてきた子どもの姿が、保育者の着想の中には自然と生きてくる。それも
漫然と見ているのではなくて、外面的にはめちゃくちゃ描きと見える線や、
レールを指でなぞっているだけとも見える行動の背景に、「心の中にては走
りたるなるべし」という、子どもの思いと内的体験を繊細に見て取る感受性
と観察眼をもっているからこそ、その着想が子どもに即したものとなってく
る。細かな保育計画というよりも、まだ見ぬ「美事なる絵」のようなヴィジ
ョンとして浮かんでくる点も興味深いところである。

遊びの器としてのイメージと保育者
　事例「旅へ」において、イメージはきわめて多様かつ自由な遊びを受け容
れることのできる器となっている。大阪行きの汽車のような地理的広がりを
もちつつ、食堂や売店など街としての有機的な発展もあり、コミュニケーシ
ョンの媒体としても興味を引く電話といった道具立てもある。そうした多様
さがあっても一つの遊び空間としての調和が保たれているのは、子どもたち
と保育者の間でイメージの世界が共有されているからだろう。
　たとえば、電話はもはや駅のものというだけでなく、「肉を百匁持って来
て下さい」「バナナを一チョウ大急ぎで」といった台所のご用にも使われた
のだが、保育者はそれも子どもらしい遊びとして受け容れ、関心を寄せてい
る。普段なかなか口を開かない子が一人で電話口に向かっているときには、

「大急ぎで私が片方になり電話でその子に話しかけて、思いがけなく話し合
いの出来たこともございました」という。「今日サーカスに行きませんか、
大急ぎでね」といった子どもたちの会話から、積み木の小屋を作って動物た
ちを踊らせる遊びも始まるなど、イメージの世界が、子どもたちのさまざま
な可能性を実現することができるプラットフォームとなっていることが見て
取れる８）。
　このような「器」としてのイメージが機能しているのは、計画を固定した
ものとするのではなく、子どもたちが新たにイメージを広げていくことを受
け容れ、子どもが心を開く瞬間を繊細に捉えて応答する保育者がいるからだ
と考えられる。一人ひとりを大切にかかわる保育者との関係性が、遊びの展
開を支えている。
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変えながら展開していった。それは一つの魅力的なイメージが、保育者と子
どもたちの心を捉えたことによって可能になっている。ここでは事例の展開
すべてを扱うことはできないが、その中でも遊びを導くイメージの役割とそ
の意義について考えてみたい。

保育者の創造性とイメージ
　事例の冒頭でまず印象的なのは、東京駅から広がる世界のイメージが、保
育者にとって突然のものとして現れている点である。

夏休みの或る日、どういう続きあいで、そうなったのか、今はすっかり忘れて
しまいましたが、とにかく幼稚園のことを何ということなく考えつづけて居り
ました時、ふと、あの東京駅の構内が眼に浮んだのでございます。そうだ、あ
の乗車口に一足はいれば、改札口がある、切符売場がある、荷物受付、自動電
話、売店、郵便局、待合室、つづいて食堂、あの大きな時計、ポスターの 
数々。そう考えつきましたら、その中のどれでも保育室に結びつけて、先生と
幼児との協同作業が、かなり長い間つづけられる様な気がいたしました５）。

　新しい着想を得た喜びと、新学期の保育に向かう期待をたたえた記述であ
る。創造的なアイディアは、理詰めで生み出せるわけではない。それは意識
を超えた過程によって、準備期、孵化期を経て啓示のように現れるものだと
言われるが６）、休暇中もあれこれと新たな保育のあり方を考え続けている
保育者だからこそ、このように全体性をもったイメージが生まれてくるのだ
ろう。
　といっても、この着想は子どもを離れた個人的な思いつきなのではない。
これに先立つ一学期、新庄はこんな場面を記録している。子どもたちが電車
の絵を描き始めたのでチョークを手渡すと、黒板にいろんな色の線を引いた。

「ここは停車場、ここはトンネル」などと言いながら描く。自分が電車とな
って走っており、線はそのしるしのようだ。「二三人で走るのでかくはめち
ゃめちゃに見ゆれどやがてこの一線が美事なる絵となるべきはじめと思われ
たり」。大きな紙に線路と電車の絵を描いた子もいた。「この絵の前に立ち
ては人さし指にてレールを撫でたる子四五人を見かけたり。心の中にては走
りたるなるべし」７）。
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倉橋惣三と「誘導保育」
　子どもたち自身から生まれる行為と思いを大切にする保育の中で、保育者
の計画やカリキュラムはどう捉えられるだろうか。古くて新しいこの問題に、
保育学の開拓者、倉橋惣三は「誘導保育論」によって取り組んでいる。彼は
東京女子高等師範学校附属幼稚園（「お茶の水の幼稚園」と呼ばれる）の保
育者たちと協働し、『幼稚園保育法真諦』１） （以下、『真諦』）において
この新たな保育論を提唱した。子どものありのままの生活と自由な遊びを尊
重しつつ、そこに一つのテーマを提示することによって、系統性を与えてい
くというのである。
　誘導保育は倉橋の保育論を特徴づけるものとして議論されてきた。その多
くは理念的な議論であって、具体的な実践はあまり扱われていない。しかし
先述の『真諦』に収録されたものなど、当時の誘導保育の記録を見てみると、
保育者によって誘導保育の理解も実践もさまざまであることが窺える。子ど
もたちの想像力を生かして臨機応変に対応する保育者もいれば、かなり積極
的に指示を出している保育者もいるのである。これらの記録に倉橋は、「教
育は、考えてばかりいては解けぬところがある」という言葉を寄せている
２）。彼が言うように、誘導保育への理解は、理念を超えて実践を見てみる
ことによって深められるだろう。

「旅へ ―― 東京駅から」の事例
　誘導保育の内実を見ていく上では、とくに新庄よしこによる「旅へ――東
京駅から」と題された事例が示唆的である３）。倉橋は『真諦』の中で、誘
導保育の具体化としてこの事例に何度も言及している。子どもたちから生ま
れる遊びの展開や、保育者の応答について具体的に記している点も特徴的で
ある。当時の保育記録における「語り口」に着目した浅井は、新庄以外の保
育者らによる記録が、主として製作の材料や方法など、技術的側面の解説と
しての意味合いが強いことを指摘している４）。これに対して新庄の事例は
現代の読者にとっても、保育記録を読む楽しみを与えてくれるものとなって
いる。
「旅へ」の誘導保育は1932年の９月、年少４歳児のクラスで始まり、翌年
末まで続いている。東京駅を保育室の中に再現しようと保育者が提案し、そ
こから子どもたちが創意工夫を加える中で、さまざまな遊びが広がり、形を
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遊びの展開とイメージ・関係性
　遊びとは、楽しく心惹かれるものであると同時に、奥深いものでもある。
外からは同じことをしているように見えても、子どもたちはそれぞれに自分
らしさをそこに加えて、遊びを豊かなものにしていく。したがって体験は一
人ひとり個性的なものでもあるが、しかしまったく個別的でばらばらなわけ
でもない。直接的に言葉で説明しなくても、子どもたちは何らかのイメージ
を共有し合っている。相互的で即興的なかかわりの中で、遊びとそのイメー
ジはつながり、発展し、変容していく。保育者はその過程の中に身を置きな
がら、子どもたちの思いを汲み、自分も遊びを通して応答する。そんな生命
的でダイナミックな過程を創造し、ともに体験することは、保育の楽しみの
一つであって、興味は尽きない。
　遊びの展開には、子どもたちが心に抱くイメージと、それを分かち合うこ
とのできる関係性が関連している。遊び・イメージ・関係性について、さま
ざまな事例を通して理解を深めていきたい。今回は誘導保育の古典的な事例
を取りあげ、次回は筆者らが観察した現代のごっこ遊びを動画で示し、検討
する。

遊び・イメージ・関係性（１）
― 誘導保育の原点に見るイメージの役割と意義

西　隆太朗*

Play, Image, and Relatedness（1）
The role and significance of images in the origins of Yudo-Hoiku: the practice of a 

child-centered pedagogy in a Japanese kindergarten in the 1930s

Ryutaro NISHI

＊（にし りゅうたろう）
ノートルダム清心女子大学人間生活学部児童学科教授。専門：保育学、臨床心理学。
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「シェーナウの想い～自然エネルギー社会を子
どもたちへ」という映画を見た。ドイツ南西部の
小さな町の住民たちが、自分たちの力で電力供
給会社をつくったドキュメンタリーである。たく
さんの困難の中、彼らがああまで頑張れたのは、
ある種の「心地よさ」ゆえかと、ふと思った。やる
がよいと思ったことをし続けるためにアイデアを
出し合い、やれることをやれる形で実行してい
く。その「心地よさ」が、人々の行動や想いを根
底で支えたのではないか、と。
　世に、子を育ててこなかった文化・社会は無
い。邦題になぞり「世界の想い～生きやすい社
会を子どもたちへ」とでもいうべき願いを、すで
に共通に持ち得ている者同士、心地よさに支え
られて生を慈しむような働きを、小さくとも私た
ちも重ねていけたら、と思う。（KT）
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明治34年発行の創刊号から、現在、平成23年発行の第110巻第4号
までご覧になれます。
なお、自由投稿、「ひろば」への情報などもお待ちしております。
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◇私の「カルチャー・いんふぉ」◇

ハイヒールを履いたお坊さん
　ミスユニバース世界大会等でメイクアップ
アーティストとして活躍する僧侶西村宏堂氏
が上梓した『正々堂々　私が好きな私で生き
ていいんだ』（サンマーク出版 2020）。表紙
は、右半身はメイクをして革のコスチューム、
左半身はノーメイクで黒い袈裟姿の彼です。
幼い頃からディズニープリンセスが大好きで、
風呂敷をかぶってロングヘアにしていました。
　幼少期の何気ない両親の言葉から、同性愛
者と告げる勇気がもてず、自分がストレート
な男性でないことが誰かから両親に伝わるこ
とも恐れました。進学した高校でも男女問わ
ず友人ができませんでしたが、一方で両親を
説得するために英語力を磨きます。念願かな
って留学し、自由に見えたアメリカでも人種
の壁などで苦労しますが、まず身近な女性に
カミングアウトします。編入学したパーソン
ズ美術大では、ゲイである学部長や多様な学
生たちに接し、ついには日本帰国時に「アメ
リカで紹介したい男性がいる」と両親に打ち
明けます。浄土宗の僧侶で大学の仏教学教授
の父は、日本で僧になるための修行を始めな
がらも自分の僧としての存在に疑問を感じる
息子に、「好きなように生きろ。お坊さんは
時代によって変わっていく。時代に合った教
えや考え方でなければ誰かを救うことはでき
ない」と話します。また極寒の京都での修行
中も、指導僧は「浄土宗の教えではどんな人
も平等に救われる。作法は教えの後にできた
ものだからこだわる必要はない」と、自らを
着飾ることが好きな彼を勇気づけてくれまし
た。彼は自分を押し殺して生きざるを得ない
人々に「自分らしく生きていこう」と発信し
続けています。（参考：NHK BS「ハイヒー 
ルを履いた僧侶」2022 年 6 月再放送）�（AK）

◆研究論文を募集します◆
ピアレビュー（査読）の上、掲載します。

　本誌の巻末、横書き部分の「探究」ページ
に掲載する論文を募集します。

【 テ ー マ 】��子ども、保育、幼児教育に関する
もの

【文字数等】14,000～15,500 字程度（日本語）。
　　　　 　（写真・図表、文献、注を含む）

本文はワード原稿で作成してくだ
さい。編集上適宜対応しますが、
投稿予定の方は下記のアドレスま
でメールでご相談ください。

【締め切り】随時募集します。
【 送 付 先 】本誌編集委員会

Mail : youji-no-kyouiku@cc.ocha.ac.jp

◇年間購読継続手続きのお願い◇

　いつもご愛読くださり、ありがとうござい
ます。
　次号春号からの年間購読を引き続きご希望
の方は、更新手続きが必要となります。フレ
ーベル館のホームページに入り、オンライン
ショップ「つばめのおうち」のバナーをクリ
ック。その後、「定期購読」⇒「幼児の教育」
の表紙絵をクリックします。
　定期購読のサイクルは冬号で一区切りにな
ります。ご不明の点などございましたら、
youji-no-kyouiku@cc.ocha.ac.jp　　 まで
お問い合せください。

　おかげさまで今年も無事に 4 号をお届けす
ることができました。今後ともどうぞお引き
立てくださいますようお願い申し上げます。

（編集委員会）
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◇「倉橋惣三研究会」をお茶大で開催しました ◇

　2022 年９月３日（土）10：00 ～ 12：00、お茶の水女子大学において「倉橋惣三研究会」が開催
されました（本誌編集委員会共催、倉橋惣三協会後援）。コロナ禍の中、45 名の参加があり、北海
道、広島、愛知、新潟、大阪など遠方からの来訪もありました。
　第１部では、大学本館 306 室において、惣三ゆかりの品が展示される中、スペシャルトーク（倉橋
燿子さん、宮里暁美さん、浜口順子）、その後、保育者だけでなく園・学校の運営者、一般の方、研
究者や学生など多様な参加者がグループに分かれて自由に語りあう交流タイムをもちました。時間
いっぱいおしゃべりが止まらないほど盛り上がっていました。
　惣三ゆかりの品は、倉橋惣三協会会長である倉橋和雄さんのご自宅から運んでいただいたもので、
直筆原稿、写真、『幼稚園真諦』の表紙に使用された東山魁夷の原画、欧米視察の際に海外から
わが子たちに送った絵ハガキ、昭和２年に大連で購入したという象牙の麻雀牌、お孫さんが祖父を
描いた惣三お気に入りの肖像画など、貴重な展示がありました。
　第２部は、附属幼稚園に場所を移動して、園庭・園内を巡り、「はいれない子にも薫れや梅の園」
と詠んだ惣三の書、人形劇用舞台なども特別に公開されました。
　当日の様子を写真でご紹介します。（浜口）

▲倉橋和雄さんご挨拶（展示品の説明）

▲惣三が欧米から家族に送ったハガキ ▲東山魁夷の原画（左）と孫が描いた肖像画（右）
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▲惣三ゆかりの品を見る参加者

▲交流タイム

▲附属幼稚園の園庭（第2部） ▲附属幼稚園の廊下（第2部）

▲倉橋燿子さんトーク風景
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　2022年度は４回にわたって倉橋惣三生誕140周
年を記念した座談会を実施してきました。遠い昔に
まなざしを向けたり、今、保育者として子どもたち
のそばにいる自分を振り返ったり、これからを生き
る子どもたちを考えることで未来に想いをはせたり、
という機会になったのではないでしょうか。
　春号の座談会で話題に上った『倉橋惣三物語』（講
談社 2021年）。この本の中でよく出てくるのは、惣
三が子ども時代を過ごした浅草でのエピソードです。
下町の子どもたちと笑ったり夢中になったり時には
悲しみや悔しさも味わいながら過ごした日々。それ
らの記述から浮かび上がってくるのは「暮らしの風
景」です。土埃の煙たさや売り買いする人々のにぎ

やかな声、家々の台所から漂ってくるおいしそうな
匂い、赤ちゃんの泣き声。暮らしの風景の中には、
これらのものが渾然一体となって存在しています。
　倉橋惣三はそのような景色の中で過ごし、やがて
子ども学を学び、現在の乳幼児教育の礎を築いてい
きます。私たちが今こうして子どもたちが育つ姿へ
まなざしを向け、保育の日々を重ねていられるのも、
倉橋先生が指し示してくださった方向性のおかげだ
と私は思っていますが、その根っこに「浅草の暮ら
し」があることをとてもうれしく思います。
　さあまもなく次の年度が始まります。「今」いると
ころを大切にしながら「明日」へと進む『幼児の教育』
をこれからもよろしくお願いいたします。（MA）

幼児の教育 冬号 第122巻　第1号

創刊122年。歴史を生かし「今」の保育をどうするか。

　 ◇ （新企画）　 「巻頭インタビュー」 （１）　秋田喜代美先生に聞く
　　　　
◇ （新連載）　 「保育者と研究者が、一緒になって保育を描く」

◇ （報　告）　イギリス訪問レポート　杉浦真紀子（お茶の水女子大学附属幼稚園）

 ※タイトル・内容が変更になる場合もあります。

● ご購入のお問い合わせは、フレーベル館までお願いします。03-5395-6613（営業）●
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